
 

 

 

 

 

タブレット型端末を活用した授業について 

ICT活用実践事例集 
 

 

 

 

 

平成３０年４月 

鳥取県教育委員会事務局高等学校課 



 はじめに 

 

 平成２６年度、鳥取県教育委員会は、２１世紀にふさわしい学びの創造に向

けて「鳥取県ＩＣＴ活用教育推進ビジョン」をとりまとめました。このビジョ

ンでは、ＩＣＴ活用教育の目指す方向を「学びの質を高める」「教室環境の整備

をめざす」「多様な人材による多様な支援」「県全体の情報基盤を整備する」の

４項目で整理し「新たな学び」の構築に向けた取組を進めてきました。 

 この中の「教室環境の整備」に関しては、平成２７年度から平成２９年度の

３年間で全ての県立高等学校にタブレット型端末を整備しました。 

 本県では、既にデスクトップ型パソコンが各教室に整備されていますが、タ

ブレット型端末は、デスクトップ型パソコン以上に多くの機能を備え、現在本

県で進めている授業改善の取組においても有効なツールとして活用できるもの

と考えています。 

 この度、全ての県立高等学校に協力していただき、各校における実践をとり

まとめた本事例集を発行することとなりました。 

 ついては、本事例集を参考にしていただき、各校におけるタブレット型端末

の活用に生かしていただくとともに、さらにこれらの事例を基に新たなアイデ

アが生まれ、「生徒の学び」につながっていくことを期待しています。 

 

 

鳥取県教育委員会事務局 高等学校課 



タブレット型端末を活用した授業実践例 
 

【国語】 

情報収集し、パワーポイントを作る ･･････････････････････････････････････････････････････････････１ 

２年 古典Ｂ「道真左遷に関連して－調べ学習」 
 
ラウンド・ロビンを用いた情報リテラシーの理解 ･･･････････････････････････････････････････････２ 

３年 国語表現「メディアと表現」 
 
タブレット型端末を活用した調べ学習 ･･･････････････････････････････････････････････････････････３ 

２年 現代文Ｂ「俳句」 

【地歴・公民】 

調べ学習を通した iPad 活用授業 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････４ 

２年 世界史Ａ「身近な歴史を調べる」 
 
ヨーロッパの地誌的考察 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････５ 

３年 地理Ｂ「単元 ヨーロッパの地誌的考察」 
 
ジグソー法を用いた協同学習 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････６ 

２年 地理Ａ「南アジアの生活・文化と環境」 
 
時事問題の調べ学習 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････７ 

３年 実践現代社会 
 
ダブルスクリーンを使っての授業展開 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ８ 

２年 地理Ｂ「工業」 
 
ネット検索機能を使った調べ学習 ････････････････････････････････････････････････････････････････９ 

２年 世界史Ａ「大航海時代と新たな国家の形成」 
 
タブレット型端末を使った調べ学習、意見交換 ････････････････････････････････････････････････10 

２年 日本史Ｂ「桃山文化」 
 
校外学習でのタブレット型端末の活用 ･･････････････････････････････････････････････････････････11 

２年 郷土史「弥生時代の淀江の遺跡と文化財」 
 
検索動画や画像を用いたジグソー法による協同学習 ･･･････････････････････････････････････････12 

１年 現代社会「地域紛争と人種・民族問題」 

【数学】 

事象の考察にグラフを活用する ･･････････････････････････････････････････････････････････････････13 

３年 数学Ⅲ「微分法の応用」 
 
正五角形を作図する ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････14 

２年 理数数学Ⅱ 
 
図形描画アプリを使った、２つの円の位置関係の考察 ･････････････････････････････････････････15 

１年 数学Ａ「図形の性質」 
 

「ICT を活用した学び直しと協同学習」による基礎学力定着効果向上プロジェクト ･････････16 

１年 数学基礎「平方根」 
 
 



タブレットを用いた記述する力・発表する力の向上 ････････････････････････････････････････････17 

１年 数学Ａ「平面図形」 
 

２次関数の文字の変化とグラフの動きの関連を知る ････････････････････････････････････････････18 

１年 数学「２次関数」 

【理科】 

ビデオ判定で加速度を割り出そう ････････････････････････････････････････････････････････････････19 

１年 物理基礎「物体の運動」 
 

顕微鏡で撮影した画像をもとに、スケッチ・考察する ･････････････････････････････････････････20 

２年 生物基礎「遺伝子とその働き～体細胞分裂の観察」 
 

Air Drop とカメラ機能を用いた顕微鏡観察 ･･････････････････････････････････････････････････････21 

２・３年 生物基礎「遺伝情報とＤＮＡ」 
 

体温の調節 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････22 

２年 生物基礎「体内環境を保つしくみ」 
 

ＤＮＡの電気泳動 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････23 

３年 生物基礎探究「遺伝子とそのはたらき」 
 

iPad でノートテイキング ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････24 

１年 化学基礎「酸化還元」 
 

樹木の観察（同定） ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････25 

１年 生物基礎「生物の多様性と生態系」 

【外国語】 

課題研究を英語で発表－ICT を使った益田高校理数科との交流 ････････････････････････････････26 

２年 コミュニケーション英語Ⅱ「理数科課題研究の発表」 
 

画面上の建物の位置関係から前置詞（句）の用法を理解する ･･････････････････････････････････27 

１年 コミュニケーション英語Ⅰ 
 

タブレット型端末を利用した農産物に関する調査 ･･･････････････････････････････････････････････28 

３年 コミュニケーション英語Ⅱ「Bitter Truth of Chocolate」 
 
iPad を使用してプレゼンテーションを行う ･･･････････････････････････････････････････････････････29 

１年 コミュニケーション英語Ⅰ 
 
My Treasure －英語でスピーチ－ ･････････････････････････････････････････････････････････････････30 

２年 実用英語 
 
タブレット型端末を活用した調べ学習 ････････････････････････････････････････････････････････････31 

２年 コミュニケーション英語Ⅱ「All AboardⅡ Lesson4」 
 
生徒のプレゼンテーションを動画で記録する（授業後に教員が評価） ････････････････････････32 

１年 英語「Lesson6 J.K.Rowling : Everyone Has Hidden Power」 
 

ディベートのための情報検索 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････33 

２年 コミュニケーション英語Ⅱ「Lesson9 From owning to Sharing」 

【家庭】 

Classi（web テスト・授業アンケート配信）とデジタル教科書の活用で理解を深める ････････34 

１年 家庭基礎「食生活」 



タブレット型端末を活用した調べ学習 ････････････････････････････････････････････････････････････35 

3・４年 子ども文化「紙芝居」 
 
手作りポーチを作ろう ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････36 

2 年 ファッション造形基礎「製作の基礎」 
 
基礎縫いのやり方についての一斉指導（実技） ･･････････････････････････････････････････････････37 

３年 家庭総合「衣服製作の基本」 

【保健体育】 

選択した種目の特性を理解し、練習計画を作成する ･････････････････････････････････････････････38 

３年 選択体育 
 

インターネット動画サイトからダンスの振り付けを覚え、自分の動画を撮影し、習熟を高め

る ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････39 

１年 ダンス 
 

マット運動 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････40 

１年 マット運動 

【芸術】 

木彫における、制作工程の提示 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････41 

１年 美術「彫刻（自然物の模刻）」 

【情報】 

情報モラルと社会のルール ････････････････････････････････････････････････････････････････････････42 

１年 社会と情報「知的創作活動による知識の創出と社会での活用」 
 
クラウド学習支援ツール（Classi）の授業への活用 ･････････････････････････････････････････････43 

１年 情報産業と社会「情報法規」 
 
動画を用いたアルゴリズムの授業実践 ･･･････････････････････････････････････････････････････････44 
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鳥取東高校２年・古典Ｂ「道長左遷に関連して—調べ学習」 各班４人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

菅原道真に関連したテーマについて各班で調べ、パワーポイ
ントを用いて簡潔に分かりやすくまとめる。 

パワーポイントを使い、簡潔な説明や画像等を工夫しながら伝
えたいことを分かりやすくまとめる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・情報を箇条書きにして分かりやすく簡潔にまとめるよう指導した。                     
・絵巻や写真の画像も入れることで、視覚的にも理解しやすいよう工夫していた。 

学習場面の概要 授業の様子 

本時の目標の確認 

 各班で担当するテーマについて調べ、
パワーポイントを用いて簡潔に分かり
やすくまとめる。 

①情報収集 

 各班で担当するテーマに基づき、本や
雑誌などの資料を読んだり、タブレット
型端末のネットで情報収集したりする。 
②パワーポイントの作成 

 集まった情報をパワーポイントでまと
めていく。 

 
以下について各班で点検し、発表の手
順や分担を確認する。 
・必要な情報が網羅されているか。 

・聞き手に伝わりやすいように、文の表
現や視覚情報が工夫されているか。 

 

情報収集し、パワーポイントを作る 
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鳥取湖陵高校３年・国語表現「メディアと表現」 1人1台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

同じニュースや出来事について複数のメディアを比較し、
その情報の違いに気づく。 

インターネットの情報収集 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・インターネットのニュースは、載っている日数が短く、新聞は、長く見ることができる。                   
・新聞も各社特徴のあることがわかった。 

学習場面の概要 授業の様子 

新聞とインターネット・テレビと
の情報を比較する。目標の確
認。 

２社の新聞・２つのＴＶ局・イン
ターネットを調べる。わからな
い点は、班で相談してもよい。 

メディアによって、情報の取り
上げ方の違いを理解する。 

 ラウンド・ロビンを用いた情報リテラシ―の理解 
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米子白鳳高校２年・現代文Ｂ「俳句」 １人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

 タブレット型端末を活用して必要な情報を収集し、自分
なりにまとめる。 

情報を適切に収集する。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

⑫■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・自分が興味を持ったことについて自分が調べることが興味が深かったようで、真剣に取り組む
ことができた。 

学習場面の概要 授業の様子 

■「俳句」のルールについて調
べる。 

■収集した情報を基にプリント
に記入する。 

■自分の好きな俳句・俳人に
ついて調べる。 
■プリントにまとめる。 

■分かりやすいように、必ずイ
ラストを入れる。 

■クラスで発表して共有する。 
■調べ学習の感想を記入する。 

タブレット型端末を活用した調べ学習 
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鳥取東高校２年・世界史Ａ「身近な歴史を調べる」 5人に1台（iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

身近な歴史と身の周りの生活とのかかわりを考える 

・生徒が自らの興味と関心を基にした切り口から調べ学習を行う 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

⑫■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・物の歴史と身近な生活とのかかわりを知ることができた。iPadを使いながら、効果的な調べ学
習を行うことができた。                    
・たくさんの人の意見を聞くことで、より理解が深まった。 

学習場面の概要 授業の様子 

物の歴史と今の私たちの生活
とのつながりについて考える。 

調べたい内容をipadを使って

探し、内容をまとめる。また、
本なども同時に活用していく。 

まとめた内容を発表し、お互い
意見を述べる 

調べ学習を通したipad活用授業 
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鳥取西高校３年・地理Ｂ「単元 ヨーロッパの地誌的考察」 40人１台 （Windows PC） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

ヨーロッパ地域の地域区分について、幾つかの地域に区分する方法
を多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切に表現する。 

電子黒板を用いて、資料の提示、拡大・縮小等により、空間的な理
解を助ける。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

⑫■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・電子黒板によって、多種の資料が分かりやすく提示され、理解しやすかった。                     

・提示される資料は受動的であるが、作業的な活動やグループ活動によって、主体的な学びが
広がっていた。 

学習場面の概要 授業の様子 

「ヨーロッパは、どのように地域
区分されるか？」について予想
する。 

「国名」「国連区分の境界」「４
枚の区分図」について、３種の
ワークを行う。 

また、国連区分の根拠をグ
ループで考察し、表にまとめる。 

個人で国連区分の根拠を表と
文章でまとめる。 

⑨画像 

⑩画像 

⑪画像 

ヨーロッパの地誌的考察 
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鳥取湖陵高校２年・地理Ａ「南アジアの生活・文化と環境 ６人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

資料を活用し、「インドでIT産業が発展した
理由を述べよ」という問いに答える 

資料の提示・共有 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・クラスによって動きは様々であった。活発に活動できるクラスもあれば、協同できない（話し合
いをしようとしないなど）も見られた。活動できるクラスからは、またやりたいという声が聞かれた
が、活動できなかったクラスは重い雰囲気が漂った。クラスごとの学力差をかなり考慮しないと
いけなかった。                     

学習場面の概要 授業の様子 

本時の問いおよび学習方法を
提示。 

３つの異なる資料の問いに答
える。 

異なる３つの資料を合わせて
本時の問いに対する結論を出
す。 

ジグソー法を用いた協同学習 
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岩美高校３年・実践現代社会 １人１台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

 ニュース検定の学習を通じて、興味・関心を持った時事問題に
対して学びを深め、発展する 

 １人１台タブレットを持ち、インターネットで調べることを通じて、 
興味関心を持つ態度を育てる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

⑫■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・各グループが発表を工夫したことで、聞く側も関心を持って聞くことができた。 
・質問の時間を設定したことで、発表する側・聞く側も緊張感を持って取り組むことができた。 

学習場面の概要 授業の様子 

・２～３人のグループを作る 

・学習した中で、興味関心のあ
るテーマを選び、調べる。 

・調べた内容をパワーポイント
でまとめ、発表できるようにす
る。 

・１グループ５分程度でプレゼ
ンを行い、聞く側は必ず質問す
る。 
・聞く側は評価票で評価する。 

時事問題の調べ学習 
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倉吉東高校２年・地理Ｂ「工業」 教員のみ１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

視覚教材を多用し、生徒の理解を深める。 

視覚教材の自由な活用ができる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

ダブルスクリーンにすることで、教科書を映し出したまま、それに関連した動画を見せるなど授
業内容の確認をしながら、理解を深めることができるようになった。また、授業中にNHKの無料
動画を使うことで、自宅などでそれらを使い主体的に学習する生徒が現れ始めた。 

学習場面の概要 授業の様子 

小テスト（自己採点、解説） 

２つのスクリーン１にテスト問
題、教科書、資料集、グーグル
マップ、授業で使ったパワーポ
イントなどを映し、解説。 

２つのスクリーンに板書内容、
パワーポイント、教科書、資料
集、グーグルマップ、動画など
を授業展開にあわせて映し出
す。教科書、資料集は生徒が
持っているもの。動画はNHKの
HPにあるもの、NHKオンデマン

ド、ビジネスオンデマンドなどを
必要に応じて、必要な箇所だ
け利用。 

⑨画像 

⑩画像 

⑪画像 

ダブルスクリーンを使っての授業展開 
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倉吉西高校２年・世界史Ａ「大航海時代と新たな国家の形成」 ２８人８台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

問題演習を通してルネサンス及び宗教改革の特
徴（個性と自由）を理解する。 

ネット検索機能を活用し、教科書だけでは自信の
持てない予想解答の適否を調べることができる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
自由度ランキング ～ ふりかえり ～                     
第１位 ミケランジェロ：教皇庁の役人への報復のユーモア 
第２位 ボッティチェリ：主題と無関係に愛しい人を表現 
第３位 カルヴァン：勤労観（キリスト教の世界観）の転換 

学習場面の概要 授業の様子 

・学習課題を把握する 
「最も自由なのは誰だ？ 
 ～ルネサンスと宗教改革～」 

・課題プリントを調べ発表する 
①教科書で調べる（個人～班） 
②タブレット端末で調べる（班） 
③解答を共有しながら自由度ラン
クをチェックする（全体、個人） 

・教員による解説 
「この時代の自由はキリスト教の
世界観を前提としている」 
・ふりかえり（自由度ランキング）の
共有 

ネット検索機能を使った調べ学習 
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米子高校２年 ・ 日本史Ｂ 「桃山文化」 １人１台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

桃山文化の特色について、意見交換をすることで考察を
深め、その結果を発表する。 

・普通教室での調べ学習 
・Power Pointを用いて、グループ内の話し合いを深めていく 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・積極的な姿勢が見られ、集中して調べ学習をすることができた。                     
・普段よりも意見交換が活発にできた。 

学習場面の概要 授業の様子 

前時で調べたことを基に、「ピ
ラミッド・ランキング」の手法を
用い、桃山文化を代表すると
思う作品を、理由付けをしなが
ら序列化していく。 

・個人で序列化したものを基に、
グループ内で意見交換しなが
ら、序列化していく。 

・グループの代表者が、序列
化した結果とその理由を発表
する。 

各自で調べたこと、グループで
の話し合い、他のグループの
発表を聞いたうえで、自らの考
えを整理して、桃山文化の特
色をまとめる。 

タブレット端末を使った調べ学習、意見交換 
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米子白鳳高校２年・郷土史「弥生時代の淀江の遺跡と文化財」 １人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

町内にある「妻木晩田遺跡」に出向き、郷土の歴史の特質を
理解する。 

iPadで写真を撮り、調査内容をレポートにまとめる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・妻木晩田の魅力をもっと知りたいと思いました。                     

・寝床や温度を計算された家や、昔の道具などずいぶん知恵を働かせていたんだなあと感心し
ました。                                          （生徒の感想より） 

学習場面の概要 授業の様子 

■本時の流れと「妻木晩田遺
跡」の概要を説明する。 

■現地学芸員の説明を聞きな
がら、各自で写真を撮ったり内
容をメモしていく。 

■学校に戻り、調べた内容を
レポートにまとめる。 

校外学習でのタブレット端末の活用 
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日野高校１年・現代社会「地域紛争と人種・民族問題」 ９人３台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

アフリカで民族紛争や内戦が多い理由を
考案し、説明することができる 

エキスパート活動で使用する資料に動画
や教科書にない画像を使用する 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・少人数だから発表しやすかった。                    
・ジグソー班で発表する必要があるため、資料を読み取る際のモチベーションが高まった。 

学習場面の概要 授業の様子 

■活動内容を説明する 
■課題を提示する 
■クラスを班（３人ずつ）に分ける 

■課題を個人で考え、記述する。 
■エキスパート活動 

・ipadを用いて、エキスパート班ごとに 

  指定した動画や画像を検索させる。 
・エキスパート活動により読み取った内 
  容を共有し、ワークシートに記述する。 
■ジグソー活動 
・元の班に戻り、共有した情報をもとに 
  課題の答えを作成する。 
■クロストーク 
・班ごとに課題の答えを発表する。 

■振り返り 
・再び個人で課題への答えを書くととも 
  に自身の取り組みを振り返る。 

検索動画や画像を用いたジグソー法による協同学習 
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鳥取東高校３年・数学Ⅲ 「微分法の応用」 １９人６台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

方程式ｆ（ｘ）=aの実数解の個数が、関数ｙ＝ｆ（ｘ）のグラフと直線ｙ
＝aの共有点のｘ座標の個数と一致することを考察できる。 

ｙ＝（logx）２とｙ＝aｘのグラフから、共有点の個数までは求めることが
できるが、そのときのaの値の範囲まで求めるのは難しいことを確認
させる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・タブレットのグラフで、実際にaの値を変化させることで共有点の個数が変わっていくが、そのと
きのaの値を正確に求めることの難しさを感じることができているようだった。そして、aの値を求
めるために、定数分離の必要性が理解できたようである。 

学習場面の概要 授業の様子 

グループ内で予習してきた問
題の解答を確認し合う 

・ipadを用いたｙ＝（logx）２とｙ＝aｘのグラフか

ら、共有点の個数までは求めることができるが、
そのときのaの値の範囲まで求めるのは難し
いことを確認させる。 

・ （logx）２／ｘ＝aに変形し、ｙ＝ （logx）２／ｘとｙ

＝aの共有点の個数が一致し、 （logx）２／ｘ＝a

の実数解の個数を求める。 

・問題の答えの確認 

・次回扱う問題の予告および
予習の指示 

事象の考察にグラフを活用する 
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鳥取工業高校 理数工学科２年 理数数学Ⅱ  １５人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット端末活用のねらい 

正五角形を作図する。 

実際にホワイトボード上で作図すると時間がかかったり、慣れていな
いせいで正確に描けなかったりする。ノート上に描いている様子を撮
影することで、時間を短縮でき、また説明が必要な場面では動画を
停止して説明できるので理解しやすくなる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・生徒は非常に積極的に授業に参加し意欲的に取り組んでいた。iPadを利用した際も集中して
説明を聞いていた。                              

学習場面の概要 授業の様子 

正三角形、正方形、正五角形をかく。 

各エキスパートが与えられた課題に取
り組み、ジグソー活動により理解を深め
る。 

生徒がノート上に正五角形を作図して
いる様子を教員が撮影する。撮影した
動画をホワイトボード上に映し全員で共
有する。説明が必要なところは動画を
止めて説明する。 

⑨画像 

⑩画像 

正五角形を作図する 

別紙様式 
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八頭高校１年・数学Ａ「図形の性質」 ４０人１０台 （Windows・iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

位置関係の分類と条件の考察 

位置関係が変化する変わり目を捉え
る 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・ 自分たちでやってみる、という作業のおかげでいつもより意欲的に取り組んでいたように感じ
た。                    

・ 位置関係の連続的な変化を見るためには、図形が動かせるということはとても重要であり、
他の単元でもグラフの移動などで場合分けを考える場面に有効であると思う。 

学習場面の概要 授業の様子 

半径が異なる２つの円を表示
し、片方の円を動かすと位置
関係がどう変化するか、各班
で分類する。 

クラスで５つの分類であること
を共有したあと、どのような条
件式によって分類されるか班
で考察する。  

２つの円の共通接線を表示し、
それぞれの分類で本数が異な
ることを確かめる。 

始めは扱いが難しかった
ようだが、すぐに慣れてこ
ちらが提示した課題に取
り組んでいた。 

図形描画アプリでそれぞ
れの位置関係を表示し、
ノートに書き写して条件を
考察していた。  

円を動かすことによる共
通接線の変化（本数を含
めて）を視覚的に理解し
ていた。 

図形描画アプリを使った、２つの円の位置関係の考察 
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智頭農林高校１年・数学基礎「平方根」 １人１台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 
授業で学んだ事柄を確認する目的で、授業の最後に学校独自
に作成した問題を搭載したドリル形式のアプリを個々で取り組
む。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

学習場面の概要 授業の様子 

・タブレットのアプリで本時の内容
の問題演習を行う。 

・間違えた問題の解きなおしを行
い。本時の自己評価を行う。 

 
 
 
 
 

ホワイトボードとプロジェクターを利用して流れの確認と、
前時の振り返りを行っている様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
タブレットで問題演習を行う生徒の様子 

「ICTを活用した学び直しと協同学習」による基礎学力定着効果向上プロジェクト」 
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鳥取中央育英高校１年・数学Ａ「平面図形」 ４０人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

自分の予習してきた内容をもとに、グループ・クラス内で
話し合い、演習問題に取り組む。 

生徒が予習してきた内容の板書時間を短縮し、グルー
プ・クラスで話し合う時間の確保。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ 全く予習しない、ただ解いてくるという意識から自分なりのポイントを説明し、間違えてもよい  
   という意識へと変化⇒まだ発展途上だが、予習への意識が向上した。         
・ 書く時間⇒話し会う時間への変化。確実に時間短縮にはつながった。 
・ 今後は、各生徒がタブレットを用いて図形のソフトを使えるようにしていきたい。 

学習場面の概要 授業の様子 

自分が予習してきた内容をグ
ループ内で確認し合う。 

予習の内容をタブレットを用いて発
表し、それをもとにクラスで話し合
い、演習問題に取り組む。（右の写
真はタブレットで撮った生徒のノー
トを写している。） 

授業中に学んだ図形の性質が、
本当に成り立つかをパソコンで
生徒自らが操作し、確認する。 

タブレットを用いた記述する力・発表する力の向上 
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米子西高校１年・数学「２次関数」 ４０人２０台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

文字によって２次関数の最小値や最大値となる場所がどのよ
うに移り変わっていくのかを確かめ、場合分けの必要性に気
付かせる。 

自分の指でパラメータを触って動かすことで、文字の変化とグ
ラフの動きがどのように関わっているかを自ら観察できる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・ グラフが動くということを体験させられたのはよかったが、授業自体の内容が詰め込みすぎで、生徒を
待ちながらじっくり考えさせることができなかった。・ グラフアプリの良さは式だけではイメージしにくいも
のを視覚化することにある。iPad自体を生徒に持たせて考えさせる方が良いのか（予想以上に時間と労

力がかかる）、教員だけが操作するのをプロジェクタで投影するのが良いのかをよく考えた上で利用しな
ければならないと思った。 

学習場面の概要 授業の様子 

２人組になり、タブレットを２人に１つ配布する。 
「Geogebra」を起動して本時の課題のグラフを開く
。 

問１⇒文字の値によって最小となる点が変化して
いることに気付く。場合分けの必要性を知る。それ
ぞれの最小値を求める。問２⇒最大となる点が変
化していることに気付く。場合分けの必要性を知る
。それぞれの最大値を求める。 
※ワークシートを穴埋めしていく形式で考える。 

下に凸のグラフでは、最小値を考えるとき、軸が定
義域の左外、中、右外で場合分けが必要 であるこ

とを確認する。また、最大値を考えるときは、軸が
定義域の中央より左、中央、中央より右かで場合
分けが必要であることを確認する。 

⑨画像 

⑩画像 

⑪画像 

２次関数の文字の変化とグラフの動きの関連を知る 
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鳥取西高校１年・物理基礎「物体の運動」 ４人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

等加速度運動の加速度を測定する。 

実際の運動を映像として班に持ち帰り、
加速度を解析する。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・実際の運動から加速度が測定できるので、実感がわいた。 

学習場面の概要 授業の様子 

斜面を運動する台車を撮影す
る。 

運動の映像を班に持ち帰り、 

「ウゴトル」を使って加速度を解
析する。 

各班の結果を共有する。 ⑪画像 

ビデオ判定で加速度を割り出そう 
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鳥取商業高校２年・生物基礎「遺伝子とその働き～体細胞分裂の観察」 ２人１台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

体細胞分裂における染色体の変化を観察する 

顕微鏡観察の結果を撮影し、見やすくしたうえで、スケッチする。
また見えなかった班の生徒たちとも結果を共有する。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・２人１台の顕微鏡を交互にのぞきながらではなく、一度撮影したものを拡大して見るのでスケッチや考察が
しやすかった。                    

・うまく見えなかった班がそのまま活動を終えるのではなく、結果を共有してレポートを提出させることができ
良かった。 

学習場面の概要 授業の様子 

・実験の目的、方法を理解したうえで、各自ス
ライドガラスを作成する。 

・顕微鏡で体細胞分裂している部分を見つけ
る。 

・体細胞分裂している様子をタブレットで撮影
する。 

・撮影した画像を見ながらスケッチし、その様
子や細胞の大きさについて考察する。 

・きれいに撮影できた班の画像を教室のホワ
イトボードに投影し、見えなかったり、撮影がう
まくいかなかった班と結果を共有する。 

・撮影した画像をさらに細胞分裂の周期の観
察のベースとする。 

顕微鏡で撮影した画像をもとに、スケッチ・考察する 
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鳥取湖陵高校２・３年 生物基礎「遺伝情報とDNA」 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

ミクロメーターを用いて、細胞の大きさを測
定してみよう。 

接眼ミクロメーターと対物ミクロメーターの目盛りを瞬時に
確認するとともに、Air Dropで各ペアが撮影した映像を共
有する。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ミクロメーターの目盛りを数えるのは大変なため、この方法なら容易に実施できる。                   
・１人の指導者が１つずつ検鏡しながら助言するのは大変であるが、Air Dropを用いると、すばやく適切
に助言できる。 
・Air Dropでの共有はたくさんの試料をそれぞれの班に任せることで、やりがいができる。 

学習場面の概要 授業の様子 

 顕微鏡の使い方を撮影した動画
を復習とし確認し、実験の準備を
行う。ミクロメーターを適切な位置
に設置する。 

 顕微鏡の接眼レンズからカメラ機能を
用いて撮影する。検鏡しながら、目盛り
を数える必要がない。 

 また試料にピントを合わせて撮影する。
撮影した画像を教員用iPadにAir Dropで

送る。  〈画像はイシクラゲ〉 

Aiｒ Dropで送られた画像をもとに教
員から助言を行う。 

 残り１０分程度で、各班が撮影し
た試料の画像をAir Dropで送り共
有する。 〈画像は葉の気孔を観察〉 

Air Dropとカメラ機能を用いた顕微鏡観察 

１人１台 （iPad） 
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青谷高校２年・生物基礎「体内環境を保つしくみ」 １人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

体温の調節はどのようなしくみで行われて
いるだろうか 

しくみを動画にすることにより、理解を深め
る 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・ 教科書を読んだり、プリントに取り組んだりするだけではなく、作品をつくることで、より理解
が深まったようだ。  

学習場面の概要 授業の様子 

■体温が低下したとき、体温
の調節はどのようなしくみで行
われているかを、前時間学習
したことを振り返り、アプリ
「iMotion」を紹介する 

■こま撮りしながら、動画をつ
くる 

■友達の作品を見比べながら、
自分の作品を訂正していく 

  

   

体温の調節 
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青谷高校３年・生物基礎探究「遺伝子とそのはたらき」 １人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

バイオテクノロジーを支える基本的な技術
を経験する  

次の授業まで、ＤＮＡの観察結果を残し、考察す

る機会を逃さないため。  

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ トランスイルミネーターが１台しかないので、１人ずつが写真に撮ることで、じっくり観察することができ
た。                     

・ ノートに意見をまとめると、あとで見直したときにどういうことだったか思い出せないが、写真に直接書
き込むことで、復習の助けになる。 

学習場面の概要 授業の様子 

■泳動槽からゲルを取り出し、
トランスイルミネーターに載せ、
ＤＮＡ断片を観察し、写真に撮
る。  

■アプリ「Ｓｋｉｔｃｈ」を使って、写
真に気づいたことを書かせる。 

■生徒の写真をプロジェクター
で映し、発表する。 

ＤＮＡの電気泳動 
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倉吉東高校１年・化学基礎「酸化還元」 １人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

・酸化還元の学習内容をふまえて、鉄の製錬方法を理解する。 

・iPadでノートアプリを利用することで、簡単に図を描いたり、図を描き
直したり、写真を張り付けたりできる。作業効率を高める。 
・学習内容を印象付ける。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
〇インターネットで調べた内容もノートに取り込めて、まとめるのによい。 

×iPadで図を描くのに手間取った。授業時間内にまとめまで到達できなかった。 

×図を描くことに強いこだわりが出た生徒が多く見られ、本来の目的から外れた。 

学習場面の概要 授業の様子 

・iTunse U を用いて授業プリント（PDFファイ
ル）を配布。 

 

・iTunse U には、参考HPやYouTubeのURLを
リンクさせ、資料を紹介した。 

・授業プリントをノートアプリに送り、ノートテ
イキングを行った。 

 

・１００円均一の店舗で購入したタッチペンを一
人一本配布した。 

・作成したノートをAirPrintの機能により印刷し
た。 

 

・授業内に38名分のノートを印刷した。 

 

・用紙裏面には復習問題を印刷しておき、家庭で
復習ができるよう工夫した。 

iPadでノートテイキング 
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米子東高校１年・生物基礎「生物の多様性と生態系」 ２０人１０台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

学校敷地内に生育する５つの樹木の
観察・同定を行い、特徴を把握する。 

観察した樹木の特徴をもとに、その場
で名称を調べるために活用。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・普段から見ていた植物の特徴を把握し、名称を知ることができ、自然に生育している樹木にも
目がいくようになる。また、気になったものをその場ですぐに調べることができる。                     
・フィールドワークを通して、身近なものとして捉え、自然環境に興味・関心が持てる。 

学習場面の概要 授業の様子 

学校敷地内に生育する５つの樹木を観
察する。 
・A-1～A-5のタグがついた樹木を探す。 
・「樹形、常緑/落葉、葉の特徴、樹皮の
特徴」の各項目について、メモを取る。 

教科書、資料集をもとに樹木
の種名を考える。 

タブレットを用いて、「樹木検索
図鑑」（HP）を参考に、同定を
行う。 

同定結果をもとに、考察・まと
めを行う。 

⑨画像 

⑩画像 

⑪画像 

樹木の観察 （同定） 
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鳥取東高校２年・コミュニケーション英語Ⅱ「理数科課題研究の発表」 ３～４人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

理数科課題研究を鳥大留学生に英語でﾌﾟﾚｾﾞﾝをする準備段階と
して、益田高校理数科からのアドバイスなどを受け、英語でのﾌﾟﾚ
ｾﾞﾝ（ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ形式）をより良いものにする。本時では、２回目
の交流のため、１回目の交流で受けたアドバイスをもとに修正を
したﾌﾟﾚｾﾞﾝを録画する。 

Google Driveを使ってビデオレター形式の交流をする。 
 ・益田高校からのビデオの視聴 ・益田高校へのビデオ録画 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・ 益田高校の生徒からの英語でのアドバイスを聞き取るため、何度も音声を再生していたり、アドバイスを取
り入れ、わかりやすいプレゼンテーションを作ろうと、工夫を凝らしていた。                   
・ 通常の英語の授業でも、英語での発言を自信をもってするようになった。 
・ 益田高校からも自分たちの発表を見てほしいと依頼があり、交流が活発になることが期待できる。 

学習場面の概要 授業の様子 

【本時までの流れ】・ポスターのデータ、プレゼンテー
ションのビデオを益田高校に送り、ビデオレターで送
られてきたアドバイスをもとに修正を加えた。 

本時の目標、時間配分、各生徒の役割
の確認 
 

・ﾌﾟﾚｾﾞﾝの準備と最終練習 
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝの相互録画 
・録画画面のチェック 

今後の交流・発表の流れの確
認 

課題研究を英語で発表ーICTを使った益田高校理数科との交流 
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鳥取商業高校１年・コミュニケーション英語Ⅰ  １人１台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

位置関係を表す前置詞（句）を理解する 

建物の位置関係を視覚的に把握し前置詞
（句）の用法理解を深める 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・ ターゲットの語句を使って位置関係を説明すること、その説明を聞いて正確に建物を配置す
ることで前置詞の理解が深まった。 

学習場面の概要 授業の様子 

位置関係を示す前置詞（句）の
説明を聞いた後、与えられた
建物等のイラストを自分でタブ
レット画面上の任意の位置に
配置する。 

ペアの相手に建物等の位置を
英語で問い、相手は前置詞
（句）を使って説明する。応答
に従って建物等を自分のタブ
レット画面で配置する。 

相手の説明のとおりに配置で
きたか確認する。 

画面上の建物の位置関係から前置詞（句）の用法を理解する 
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鳥取工業高校３年・コミュニケーション英語Ⅱ「Bitter Truth of Chocolate」 １グループ１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット端末活用のねらい 

日本が輸入に多く頼っている農産品の主要生産
地や輸入先等を調べる 

最新のデータを検索し、グループ内で共有しなが
らレポートの基礎資料を収集する 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・小麦や大豆などを多く生産する中国からの輸入がほとんどなく、その背景に中国の人口増加
や国内消費量の増加などの国内事情があることに気づいた。 

学習場面の概要 授業の様子 

数名でグループをつくる。 

カカオの生産量と生産地、日本の輸入
量や輸入先等についての英文（既習）
を再読する。 

教科書の英文をもとに作成したフォー
ムにあてはまる農産品目をさがし、
フォームの形式に合うようにデータをあ
てはめたり加工したりする。 

調べたデータをワークシートに記入し、
全体を英語に訳す。 

↓ワークシート 

画像なし 

画像なし 

タブレット型端末を利用した農産物に関する調査 
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鳥取湖陵高校１年・コミュニケーション英語Ⅰ １人に１台 （ｉＰａｄ） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

iPadを活用し、各国の世界遺産をプレゼンする。 

画像と発表をリンクさせる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・画像と英語をリンクさせることで、英語が理解しやすくなり、安心感が生まれた。                     
・画像を見ることで、臨場感や興味関心が引き出され、授業が活発で立体的になった。 

学習場面の概要 授業の様子 

〇本時の目標提示と注意点確認。 

 
〇発表原稿の作成 
（iPadを使用して世界遺産、英語表現を
調べる。） 
〇発表（１人５分） 

〇他の生徒の発表をワークシートにま
とめる。 
 

〇教師による講評。 

⑨画像 

⑩画像 

⑪画像 

iPadを使用してプレゼンテーションを行う 
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鳥取緑風高校２年次以上・実用英語 ２人２台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

自分が大切にしているものについて
英語でスピーチをする 

Web上の英和辞典を活用したり構文
を確認する 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・「とても緊張しました。でも、ちゃんとできてよかったです。」「文を書くのが大変だった。」                     
・一年のまとめとしてのスピーチは緊張しながらもうまくできた。英語を話すことに対する不安や 
 緊張は少しずつなくなっている。 

学習場面の概要 授業の様子 

最初から英語で書く。難しけれ
ば、小さな子どもにもわかる日
本語を英語に翻訳すればよい。 

タブレットを活用しながらス
ピーチ原稿を書こう。お互いに
助け合いながら。 

いよいよ発表。焦らずゆっくり
と話そう。 

My Treasure  ― 英語でスピーチ― 
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岩美高校２年・コミュニケーション英語Ⅱ「Ａｌｌ AboardⅡ Lesson４ 」 １人１台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

絶滅しかかっている動物について調べる。 

インターネットから必要な情報を取り出し、ワークシートに英語で記
入する 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・タブレットの活用で、調べ学習が能率よくできた。                 
・タブレットに慣れることができて、楽しかった。また使ってみたい。 

学習場面の概要 授業の様子 

絶滅しかかっている動物がい
ることを確認する。 

絶滅しかかっている動物につ
いて、タブレットで調べ、調べた
ことを英語でワークシートに記
入する。 

ワークシートに記入したことを、
班で発表し、共有する。 

タブレット型端末を活用した調べ学習 
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境高校１年・英語「Lesson6  J. K. Rowling: Everyone Has Hidden Power 」 40人20台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

多読用図書をもとに書いたbiographyについて、ルーブリックで

提示されていることに気をつけながら聞き手を意識した発表が
できる。他者の発表を聞いて感想を述べることができる。          

生徒が自分の発表を客観的に自己評価することができる。教
員が授業時間外で効率的に評価できる。（従来は授業時間内
に一人一人テストを行っていた。） 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・今までは他人を評価することはあったが、タブレットで録画することによって自分がどのような発表を行って
いるか客観的に確かめることができたので、改善点や声の大きさ、態度など気を付けるべき点がよく分かった。                    

・大勢の前で発表する前段階として、カメラに向かってしっかりと話すことで、下を向かず前を向いて発表する
練習になった。 

学習場面の概要 授業の様子 

あらかじめ多読用図書を読んで自分が
選んだ人物のバイオグラフィーを作成し
たものを準備しておく。発表用のルーブ
リックを提示し、評価事項を確認したの
ちプレゼンテーションの練習を行う。 

録画１回目 ペアになりお互いに
録画した発表を見合って改善点を
探り、再度読む練習をする。 

録画２回目（提出用） お互いに録
画した発表が改善されたかどうか
をチェックし、相手の発表について
感想を述べる。提出された発表は
教員が授業後に評価する。 

 
 
 
 
 
 評価事項に注意して読む練習をする。 

 
 
 
 
 
 録画したものを見ながら改善点を探る。 

 
 
 
 
 

 改善点に留意しながら２回目の録画をする。 

生徒のプレゼンテーションを動画で記録する（授業後に教員が評価） 
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米子西高校２年・コミュニケーション英語Ⅱ            
「Lesson9 From owning to Sharing」 ４２人２１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

Car-sharing/Bicycle-sharing のメリット、デメ
リットを考える際の資料検索 

より効果的な情報入手と情報の選択 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・テキストだけでは情報が少なく、生徒のみの考えではディベートの資料として不十分である。   

情報検索により、トピックに対して新たな情報を見つけたり、考えを深める機会も与えられると感
じる。 

学習場面の概要 授業の様子 

事前に読んだテキストとiPadか

ら、トピックに関するメリット・デ
メリットを書き出す。 

トピックについて賛成、反対側
に分かれ、マイクロディベート
を行う。 
（役割交替し、計３回） 

それぞれのディベートについて
自己評価を行う。 

ディベートのための情報検索 
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鳥取湖陵高校１年・家庭基礎「食生活」 １人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

食肉の部位と用途を理解する 

Classiを活用し学習内容の振り返りを行い、動画の利用で生徒
に関心を持たせ主体的に考えさせることで理解を深める 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ 動画を見ながら説明を聞くことで、より興味関心をもつことができる。 
・ 小テストとアンケートをweb配信、結果集計できるため、授業時間を有効に活用できる。 

学習場面の概要 授業の様子 

Classiのwebテストを実施して

前時の学習内容と本時の目標
を確認する 

デジタル教科書の動画機能を
活用して食肉の部位の画像と
特徴、用途について理解を深
める 

部位に適した調理法を確認し、
Classiの授業ｱﾝｹｰﾄに回答し本
時の振り返りを行う 

⑩画像 

⑪画像 

  Classi（webテスト・授業ｱﾝｹｰﾄ配信）とデジタル教科書の活用で理解を深める 
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鳥取緑風高校３・４年・子ども文化「紙芝居」 １人１台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

年長児に合った紙芝居を作ろう 

インターネットを活用して絵本や紙芝居について
調べ、 自分が作成する紙芝居を選ぶ。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ いつもの実習室で各自で検索できたので、集中して取り組むことができた。紙芝居もスムーズに作成できた。                    
・ 絵本や紙芝居のページをめくりながら読んでくれるサイトを見つけ、効果的な読み方について学ぶ生徒もいた。 

学習場面の概要 授業の様子 

●各自で紙芝居を作り、保育実習
で読み聞かせをすることを確認す
る。 

●インターネットを活用して、月齢
に合った絵本・紙芝居を探す。 

●内容や絵をよく見て、園児にわ
かりやすいように丁寧に描く。 

●保育実習で自分で作成した紙芝
居を読み、園児の反応をみる。 

タブレット端末を活用した調べ学習 
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青谷高校２年・ファッション造形基礎「製作の基礎」 １人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

手作りポーチを作る 

各自に作業の手順書を持たせ、ポイントを拡大し
たりできるようにする。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・生徒は手元に手順書があり、自分のペースで拡大して見たりできるので、作業しやすい。                     
・出来上がりが想像でき、意欲的に取り組める。 
・縫い方が正しいかどうか、自分で確認できる。 

学習場面の概要 授業の様子 

■前回の復習 
 
■本時目標の説明 
   ・基礎縫いの復習 
   ・バイアステープを用いたしまつ 
   ・ファスナーつけ 

■生徒がそれぞれ、材料を選び、手元
のｉＰａｄを見ながら実習する。 
 

■自分の進度に合わせ、確認しながら
作業を進める 

■基礎縫い、バイアス、ファスナーの扱
い方を確認。 

■自分で製作したので愛着がわき、何
に使うかなど話しながら製作していた。 

■作業がスムーズに進み、予定時間内
にほぼすべての生徒が出来上がった。 

手作りポーチを作ろう 
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米子南高等学校３年・家庭総合「衣服製作の基本」 教員用１台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

基礎縫い（並縫い、まつり縫い等）のやり方
を理解する 

教員の示範を拡大映像で見ながら、同時
に作業することで理解度を高める。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ 従来は小グループでの指導であったが、一斉に行えることで生み出された時間が生徒の 
 実習に当てられるようになった。                    
・ 上手な生徒のやり方を全体で共有することで、わずかながら競争意識が生まれた感がある。 

学習場面の概要 授業の様子 

本時で行う基礎縫いの種類や
内容をスライドを用いて説明す
る。 

教員が説明をしながら示範し、
ｉＰａｄで撮影したものをリアルタ
イムで映像として生徒に提示
する。生徒はその映像を見な
がら基礎縫いの実習を行う。 

縫い方の上手な生徒の手元を
ｉｐａｄで撮影し、その映像を全
体で共有することで、本時の内
容について理解を深める。 

基礎縫いのやり方についての一斉指導（実技） 
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鳥取商業高校３年・選択体育 ７班２０台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

技能と練習方法、学習計画の作成 

選択をした種目の特性や、練習方法を知る手段
として活用する 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ほしい情報をすぐに見つける事が出来るので、テンポよく調べ学習を行うことが出来る。                     
・たくさんの情報が手に入るので、取捨選択やまとめの難しさを感じているようであった。 

学習場面の概要 授業の様子 

選択体育についてのオリエンテー
ション 
 種目の選択（７種目） 
 グループ分け 

計画作成における注意点の説明 

  （指導書と情報端末を活用して競技
特性や練習方法について調べる） 

 ・調べた内容を踏まえて、グループ
ノートを作成する。 
（技能と練習方法、学習計画１０時間分） 

 
進捗状況を確認する 
・選択種目の技能は正しく記載がされているか。 

・グループメンバー全員が、意欲的に参加できるよう
な工夫がなされているか。 

（情報端末を利用して、練習方法などを組み立てるこ
とが出来ている） 
・到達目標と練習計画に整合性があるか確認させる。 

以上の点を振り替えらせ、改善点を考えさせ、次の
時間につなげる。 

選択した種目の特性を理解し、練習計画を作成する 
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鳥取湖陵高校１年・ダンス 6人1台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

動画で振り付けを確認しながら、班で練習
し、習熟を深める。 

インターネットの動画を活用することで最新の若者向けの振り付
けを教材として利用する 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・動画サイトを利用することで振り付けと曲を同時に何度でも自分たちのペースで学習できる。
また、自分たちの動きを見ることで習熟をさらに高めれた。 
・教師が示範できない教材へも取り組め、生徒の意欲・関心の高い教材となった。 

学習場面の概要 授業の様子 

手本となる振り付けの動画を
見て覚える。 

自分たちの踊りを撮影し、振り
付けを確認する。 

手本の動画と自分たちの踊り
を見比べて改善点を指摘しあ
う。 

⑨画像 

⑩画像 

⑪画像 

インターネット動画サイトからダンスの振り付けを覚え、自分の動画を撮影し、習熟を高める 
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米子東高校１年・マット運動 ２０人１０台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

選択した技の習得 

見本と自分との客観的な比較と、練習
前と練習後の客観的な比較 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ 見本と自分との比較がわかりやすい。                    
・練習前後の比較ができて練習のやりがいがある。 

学習場面の概要 授業の様子 

選択した技を実施し、撮影。 
見本動画を確認。 

指でスライダーを動かし、見た
いポイントを見本動画と同時再
生し、課題を明確化。 

課題解決のために練習。 
練習後に技の撮影。 

練習前に撮影した動画と練習
後に撮影した動画を、同時再
生し、成長を確認。 

⑨画像 

⑩画像 

⑪画像 

マット運動 
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倉吉総合産業高校１年・美術「彫刻（自然物の模刻）」 教員１台＋必要生徒分 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

映像により全行程を概観し、見通しを持っ
て制作することができる。 

タイムラプス機能による一斉の教材理解。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・作業工程を理解しやすく、導入時に意欲、関心を引き出すのに有効だと感じる。 
・簡便に立体のイメージを伝えることができる。                     
・映像の制作時には、授業展開の意識、指導ポイントの確認など指導者側の気づきがあった。 

学習場面の概要 授業の様子 

■スクリーンに映像を投影し、
立体として様々な面から対象
をとらえる方法、および作業工
程を概観する。 

■刃物の使い分けや、動かし
方など、微妙な手元の作業の
こつについて伝える。 

■個々に制作を行う。必要に
応じて繰り返し映像を参照しな
がら進める。（配布したタブレッ
トでも確認できる） 

⑨画像 

⑩画像 

⑪画像 

木彫における、制作工程の提示 
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鳥取東高校１年・社会と情報「知的創作活動による知識の創出と社会での活用」 41人12台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

知的財産権について理解する 

知的財産権の侵害事例について学ぶ 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ 実際の事例を調べることで意外だったもの自分たちも侵害しているかもしれないと振り返ることができ
た。 
・ 損害賠償金の額などから知的財産が重要なものであるということに気付くことができた。 

学習場面の概要 授業の様子 

知的財産権とは何か、何のた
めにあるか学ぶ 

産業財産権、著作権について
学び、それらが守る権利につ
いて知る。実際にどのような侵
害の事例があるか調べて、ホ
ワイトボードに書き出す。 

自分も権利の侵害をしてない
か振り返る。 

配布プリント 
の一部 

情報モラルと社会のルール 
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鳥取湖陵高校１年・情報産業と社会「情報法規」 １人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

音楽等の著作物利用を理解する 

グループワークツール、意見確認 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ 他の班の意見をＣｌａｓｓｉ上で確認できるので、深く学習することができていた。                    
・ 授業で使った資料等はＣｌａｓｓｉ上に残していくので、自主学習時に活用できる。 

学習場面の概要 授業の様子 

前時の宿題確認 
（ネットワークフォルダ内） 
本時の目標確認 

グループワーク 

班の意見を提出（Ｃｌａｓｓｉ「校内
グループ機能」） 
→全員で意見共有 

本時の学んだことを活かして、
課題に対する自分の考えに近
い選択肢を選ぶ（Ｃｌａｓｓｉ 
「アンケート機能」）→全員で意
見共有 

クラウド学習支援ツール（Ｃｌａｓｓｉ）の授業への活用 
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八頭高１年・情報の科学 「アルゴリズム」 ４０人１０台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

ソートの仕組みを協働学習を通して見つけ
理解し、説明できる力を習得する 

ソートの方法を視覚的に見せる 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・生徒によって理解できる能力が違うが、班活動を行うことによって教えあいの時間が生まれ、
知識を共有できる。                     
・動画で見ることによって、教科書では出来ない「動き」から理解を深めることができる。 

学習場面の概要 授業の様子 

前回まで行った順次・選択・繰り返
しの構造をおさらいし、並べ替えの
方法がいくつかあることを紹介す
る。 

４種類の動画（交換法・選択法・挿
入法・クイックソート）を班ごとで見
て、法則を見出す。その後、ジグ
ソー法により班の入れ替えを行っ
た後、自分が見た動画を見ていな
い生徒へ説明する。 

データの並べ替えには方法が複
数あることを確認し、それぞれのポ
イントの整理をする。 

前回までプログラムを組ん
で学習していたため、構造
の組み合わせには抵抗のな
い様子であった。 

実際に動画で確認すること
で、ソートの法則を見出すこ
とができた様子であった。 

動画を用いたアルゴリズムの授業実践 
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倉吉西高校１年・社会と情報「情報社会の課題を見つける」 
４０人１０台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

プレゼンテーションソフトを用いて、学校の魅力を
情報発信できる。 

カメラ機能を活用し、学校の魅力的スポットの情
報を収集できる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

 ■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
「ふりかえりシートより」                     
・こんなにも作る人によって個性が出ることにびっくりしました。 
・自分が当たり前に過ごしていた場所の充実感や良い所を再発見することができた。 
・皆が習った以上の技術を駆使し、演出やアニメーションに凝っていてすごいと思った。 

学習場面の概要 授業の様子 

・学習課題を把握する 

「中学生の体験入学で上映する学
校紹介プレゼンテーションを作成し
よう」 
・情報を収集する 
校内の魅力的スポットを撮影する 

①収集した情報をもとにプレゼン
テーションを作成する（個人～班） 

②班ごとに発表し、評価シート（評
価の観点＝画像・文・音声の組合
せ）を用いて評価する 

・評価結果の共有 
・ふりかえりの共有 

カメラ機能を使った学校紹介プレゼンテーションの作成 
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倉吉総合産業高校３年・ネットワークシステム「ネットワークシステムとは」 ２人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

 「なぜインドでICT関連産業が急速に発展したの

か？」の問題解決をとおして、世界の情報産業を
見る目とその情報産業へ参画する態度を養う。 

プレゼンテーション及び対話的な学びのツールと
して利用する。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 
■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・様々な意見があり、人によって考え方が違うと改めて感じた。 自分たちの考えとあっている部

分、異なっている部分があり、事前に自分で考えていたので、より「なるほど」と思う部分も多く
感じた。（ある生徒の意見）                    

学習場面の概要 授業の様子 

１．本日の問いの提示 
「なぜインドでICT関連産業が急速に発展したのか？」 
NHK for Schoolの番組の１つの「10min. ボックス 地
理」の導入部分を視聴 
 
２．考えるきっかけづくり 

 考える内容を３テーマ（教育、地理、身分制度）に分
け、考えさせる。 

３．自分で考える 
 １分間で自分のテーマに対する自分の答えを出す。 
 
４．隣の人と共有（２人グループ） 
 自分の考えを言い合う 
 
５．自分たちの考えをアプリ（ロイロノート）でまとめる 
 
６．まとめた考えを６人グループを作り、ロイロノートを 
 用いながら２人ずつ発表（エキスパートグループ） 
 
７．２人グループごとでそれぞれの発表をもとにロイ 
 ロノートで意見をまとめる。その際、ロイロノートの 
 共有機能を使い、他の班のカードも利用する。 
 
８．ジグソー活動（６人班） 
 ロイロノートを使い発表し、他のテーマからの意見 
 を聞き、班として本日の問いに対する考察をし、班 
 での発表の準備をする。 

９．各班がロイロノートを使い発表し、最初に見た番 
 組の続きを見る。 

プレゼンテーション場面を多く設定し、主体的・対話的で深い学びへつなげる 
（放送番組の活用も含めて） 
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米子高校１年・情報「問題解決」 ３８人９台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

身の回りの問題に対し、情報収集、分析、明確化をし、適切な解
決方法を考える。また状況に応じた問題解決に向けた手段を活
用する。 

写真撮影を通じグループの共通認識を促進し、協議の効率化
を図る。また写真の取り込みがデジカメよりも速やかに行える
ため、実習時間の確保となる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・撮影した場所でグループ員が写真を確認できるので、プレゼンでの画像の使い方などのアイデアも生
まれ易い。 
・写真を使って伝える、情報を共有することの有効性を認識できた。 
・映像の確認や色調補正ができ、ＮＡＳへの取り込みも平易であるので作業時間が短縮できる。 

学習場面の概要 授業の様子 

（前時） 

学校施設の問題点を調査し、ＫＪ法によ
り学校施設の問題点を分析している。 
 
■前時の実習内容の確認。 
■本時の目標と実習の内容を確認する。 

■前時で決定したテーマ（学校施設の
問題点）の写真撮影を行う。写真で問
題点を再確認し、グループで情報の共
有化を図る。また改善案をグループで
検討する。 
■写真をＮＡＳに取り込む 

■次時以降で改善提案プレゼンの企画
とスライド作成を行い、プレゼンテーショ
ンの実演を行う。 

写真による現状の把握・分析及びプレゼンスライド作成 

提案用スライドの例 
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境高校１年・情報「情報の表現と伝達」 ４０人２０台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

プレゼンテーションの資料作成に必要な情報の収集と、
タブレット型端末の利用方法の理解。 

今年度、タブレット型端末が整備されたため、他教科の授
業でもスムーズに利用できるよう、操作方法を習得する。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・２人に１台配置したことで、タブレット型端末の操作方法については生徒間で解決する場面が多かった。                     

・写真を提出させ、ワークシート自体は持ち帰らせたため、特に指示はしていなかったが次時までに情報
をさらに収集し、ワークシートへの記入を進めた生徒もあった。 

学習場面の概要 授業の様子 

通常はパーソナルコンピュータの実習
教室で、１人１台のＰＣで実施している
内容であるが、本時はタブレット型端末
の利用方法の理解も学習の目的である
ことを生徒に伝える。 

タブレット型端末でＷｅｂ検索し、プレゼ
ンテーションの資料（スライド）作成に必
要な情報を収集する。 

必要な情報はワークシートに記入し、プ
レゼン資料作成時に活用する。 
 

 ワークシートの記入・進捗状況を、タブ
レット型端末のカメラ機能を用いて撮影
し、生徒個人を特定できるようファイル
名を変更し、指定された共有フォルダに
保存することにより提出する。 

タブレット型端末利用の習得度
は、生徒の間で差がある。その
ため、利用台数をあえて２人に１
台とし、複数の生徒が協同して
操作方法を習得することをねら
いとした。 

５クラスで同じ授業を展開し、そ
の全てを公開することで、できる
だけ多くの教員が参観できる機
会を増やし、タブレット型端末の
操作方法や利活用について理
解してもらうための研修の意味も
持たせた。 

プレゼンテーション資料作成のための調べ学習 
及びタブレット型端末利活用のための技術理解 
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鳥取工業高校電気科２年・電気基礎「記号法の取り扱い」 ２９人２９台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット端末活用のねらい 

自分自身がどれだけ理解できでいるか視覚で確認する。 

アンケートを取り、クラス全体の理解度をグラフで表すことによ
り、クラスの中で自分自身がどれくらい理解できているのか、
どれくらい努力しなければならないのかを知る。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・クラスのみんながどれくらい理解しているのかを自分と比較していた。                     
・自分の理解度を把握することで、学習意欲に繋がる生徒も見られた。          

学習場面の概要 授業の様子 

事前に座学を通じて「記号法の取り扱
い」について基礎基本を学ぶ。 

各自がプリントに基本をまとめ、グルー
プ学習でリーダーを中心に教え合う。 

ホワイトボードにアンケートを映し、自分
自身の理解しているレベルをそれぞれ
のiPadで答えさせる。結果をホワイト

ボードに映し、自分とクラス全体の理解
度のレベルを比較し、学習意欲へとつ
なげる。 

⑨画像 

⑩画像 

アンケートアプリ（ｃｌｉｋｅｓｔ）を使って理解度を知る 
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米子工業高校１年・「工業技術基礎」 ５人１台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

熱起電力の特性を測定する 

実験測定値を効率よく共有する 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・他の班からいちいちデータをもらって書き写さなくても済むので、転記ミスと時間の節約になる。                    
・一つのファイルに多人数で同時に入力できるのがいい。リアルタイムで他の班の状況も分かる。 
・データ入力は一度だけなのに他の班とのデータ比較もでき、グラフの作成もとてもスムーズ。 

学習場面の概要 授業の様子 

ゼーベック効果の説明 
計器の準備・結線 
実験方法の説明 

熱起電力の測定 
 ・温度上昇による特性測定 
 ・熱源の温度測定 
  OneDriveでブックを共有し

ExcelOnlineで入力していく 

共有したデータのまとめ 
 ・Excelでグラフ作成 

共有excelファイルをOneDriveの
ExcelOnlineで開く。1つのブックを2班
で同時に編集できる。 

2班同時に入力している様子。互いの

進捗がわかる。電卓が必要なく、直接
入力できる。 

実験後はグラフを作成。報告書に添
付する。 

実験測定値を班の間で共有する 
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米子工業高校３年・「コンピュータシステム技術」 1人1台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

SQLを理解する 

個別の理解と、学び合い  

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・学んだSQLを一人ひとりが実践できるのがいい。 
・人に教えることは難しいが、理解がより深まる。 
・分からない所を「分からない」と言える雰囲気が自然とできている。 

学習場面の概要 授業の様子 

 前回教えたSQLの復習 
  OneDriveサインイン 
  共有Excelファイルを開く 
  SQLソフトの起動 

 SQLの演習を解く(個別) 
  解いたら進度表に記入 

  進度の遅い生徒がすぐに
分かるので、早い生徒が教
える(学び合い) 

 答え合わせ 
  ミニゲーム 

OneDriveから共有Excelファイル「進度
表」を個々が開く。 

SQLソフトを使って演習問題を個々で

解く。上の進度表を見ながら、生徒が
自主的に動き、教え合う。 

余った時間でミニゲーム。a～zまでを2
回、誰が早く打てるかを競った。 

演習において仲間の進捗状況を知り、学び合いに役立てる 
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境港総合技術高校２年・コンピュータシステム技術「ネットワーク」 １人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

ネットワークの単元のまとめとして、ＩＴパスポート試験のネットワーク関連問
題に取り組み、知識の確認、授業で取り組んでいない新しい技術について
の知識の習得を行う。（２時間の取り組み） 

①解答の収集タブレットで行うことで、全体の解答状況の確認が表示でき、
その後の質疑に活かせる。 
②教科書で取り扱っていない内容について自主的に調べることができる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ 個人で演習問題に取り組むより、班で取り組むことで会話が生まれ、理解の深まりにつながる。                    
・ 全体の解答状況と自分たちの班の解答の比較を行い、理解できていない点が明確になる。 
・ 取り組める問題数が減ることで、学習の範囲が狭まる。 

学習場面の概要 授業の様子 

・班決め 
 
・演習問題で利用するサイトの説明 
 
・解答方法の説明 
 
（１０分） 

・１問ずつ１５問程度の問題を行い、班ごとの解答し、各
問ごとに質疑を行う。問題の中の知らない用語などにつ
いては各自で用紙に記録をする。 

（５０分） 

・不明な用語などについて１つを選び、その技術・意味
について各自で調べる。 

（１５分） 

・調べた内容を発表用にまとめ、タブレットから書き込む。 
 
・生徒が書き込んだ内容を一覧表示して、全体に示す。 
 
・数名が発表する。 
 
（２５分） 

解答集計を利用した演習問題への取り組み 
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鳥取湖陵高校２年・野菜「安全・安心な野菜の生産」 班（４～５人）に１台 （Windows・iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

GAPの重要要素であるリスク評価とその 
改善方法を考えることができる。 

撮影することによって生産工程におけるリスクを
「見える化」し、その改善策をプレゼンする。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・今まで見過ごしていたリスクに気付くことができ、その改善方法をいろいろ考えることができた。                     
・グループによっていろいろな画像の加工や、プレゼンの工夫が見られて参考になった。 

学習場面の概要 授業の様子 

 
・GAPの意味を理解し、リスク 
 評価（協同による点検）する。 
・野菜実習室、機械庫、油庫な   
 どグループで点検し、iPadで 
 撮影する。 
 
・リスク改善（協同による評価） 

 画像を加工し、考えられるリス 
 クを書き込む。 
・改善方法はワークシートへ書  
 き込み、iPadで撮影する。 

・プレゼンテーション 
 リスク評価画像と改善方法に   
 ついて発表する。 
・他グループの発表を聞き、情  
 報を共有する。  

GAP（農業生産工程管理）に関して農場施設・状況を撮影し、そのリスク評価と
改善策を話し合い、プレゼンする 

班（４～５名）に１台 （iPad） 
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鳥取湖陵高校２年・環境緑化材料「植物材料」 １人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

・樹木の特徴を観察して見極め、樹木名をあてる 
・植物の進化や多様性を感じ、50、100年後の植物と人間の未 
  来がどうなるかを考え、自分たちなりに答えを創り出していく 

・iPadで実物の樹木を撮影・編集し、樹木名の特定・特徴の観 
  察など活動を支援する 
・iPadを活用して、人間と植物の未来についてのスライドを自分 
  で作成・発表することで表現力を養い、話し合いを通じて創造 
  的な思考を加速させる 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・一人ひとりが課題をiPadを用いて作成することで生徒が主体的に意欲的に学習へ取り組めた                
・実物をiPadで撮影・編集するので、 考えがまとまり、視覚的にわかりやすく説明ができた 
・自作スライドを説明、協同的に話し合いが進み、授業後も考えて議論できる雰囲気ができた 

学習場面の概要 授業の様子 

◆本時の目標と授業の流れを確認 
 「植物の多様性と未来」 
 ～樹木の鑑定・植物と人間の未来は？～ 
 ◆地球誕生や生物の進化についてオリジナ 
   ル映像（iMovie）を見る 
 ◆樹木を見分けるポイントを確認 

◆〈１〉樹木名の特定 
 ① 個人活動  ※A（授業の様子） 
  iPadで樹木を撮影・編集 
   →樹木名・特徴を画像に書きこむ（Skitch他） 
     生徒が事前作成した樹木図鑑など資料（PDF) 
 ② グループ活動  ※B（授業の様子） 
  班ごとで結果を説明、樹木名・特徴を話し合う 
   →教師へ説明を加えた画像を送る（AirDrop） 
 ③ 全体共有（プロジェクターで投影） 
 
◆〈２〉植物と人間の未来について 
 ① グループ活動  ※C（授業の様子） 
  自作スライドをグループ内で発表（Keynote） 
  グループでまとめ、自分たちの答えを創り出す 
 ② 全体共有（プロジェクターで投影） 

◆樹木を見分ける知識や技術 
◆植物は現在の地球環境に大きな影響を与え、自 
    然環境を生き抜く戦略や進化に多様性が関わる 
◆学びが深まる中で、自分の考え方が変わってき 
    たり、新たな疑問がないか 
◆未来は自分たちの考え方や行動次第で変わる 

A 
 
 
 
 
 
B 
 
 
 
 
 
C 

AL×ICTを活用した植物の多様性と未来について学びを深める授業 
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倉吉農業高校３年・課題研究 １人１台 （Windows） 

本時の目標 

タブレット端末活用のねらい 

研究のまとめと発表準備を生徒が主体的に行う。 

実習室でタブレットが使用でき、実習のまとめ入力が即座にで
きる。データの保存が生徒サーバにできて、教室での活用もで
きる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など）                   

・タブレットを使うことで、人まかせにならずに各自課題研究のまとめに取り組むことができた。 
・データの共有も図れ、スムーズに発表準備ができた。 

学習場面の概要 授業の様子 

①これまで取り組んだ研究資料の提示 
・実施記録写真、研究データ 
②研究のまとめの流れと役割分担の確認 
 
 

③それぞれの担当生徒が研究スライド、発表
原稿を作成する。 
 

④各班がまとめたものを発表し、意見交換を
する。 

 
 
 
 
 
     

タブレットを使い、研究発表のスライド、原稿を生徒が主体的に作成する 
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米子南高校２年・ビジネス情報「INDIRECT関数」 １人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

INDIRECT関数の引数・戻り値と 
具体的な利用方法を理解する。 

授業途中での理解度の確認。 
授業の振り返りを行う。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 

・毎時間スマホで宿題を提出させて授業での学習内容の繰り返し学習をさせたり、インタラク
ティブな授業で生徒の理解度を確認しながら進めたことにより、通常は平均合格率３０％の検
定試験に６０％の生徒が合格した。 

学習場面の概要 授業の様子 

GoogleFormの宿題（個人のス

マホで提出）で、誤答が多かっ
たものについて確認。 
本日の目当てについて説明。 

INDIRECT関数について解説・

プリント学習を行った後、設問
をClicaで生徒に回答させ、そ

の集計結果を提示しクラス全
体の理解度を示す。 

本時の振り返りとして、理解度
確認の質問をGoogleFormで回
答。 

⑪画像 

宿題の振り返り、意見集約と提示、授業の振り返り 
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智頭農林高校１年・地域基礎「山間地の集落を訪ねて」 ３人２台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

智頭町の山間地集落で問題となっている「耕作放棄地 
の増加」について、その発生原因と問題点を学び、その 
利活用のアイデアを考える。 

・耕作放棄地の状況を空撮した動画を繰り返し再生しな 
 がら把握し、問題点を話し合う。 
・QRコードリーダアプリで特定のHPを検索し情報を収集 
  する。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・ドローンの空撮映像は生徒のやる気を喚起し、各班で動画を再生しながら情報収集していた。                    
・Web検索の例を参考にしながら、各班がアイデアをまとめることができた。 

学習場面の概要 授業の様子 

 
〇前回までの振り返り 
  集落の方の言葉から、抱える過疎化と高齢社会 
  の問題点に注目する。 
〇「耕作放棄地」について考える。 
  集落から演習林までの耕作放棄地をドローンで 
  撮影した動画を電子黒板で見て、本時のテーマ 
  を共有する。 
テーマ 
   耕作放棄地の再生・利用の救世主になろう！ 

     
〇エキスパート活動 
  ３人１班になり、各班に与えられた課題を行う。 
  A：「耕作放棄地」発生の原因と影響 
  B：「耕作放棄地」の定義 
  C：「耕作放棄地」の再生チェックポイント 
〇ジグソー活動 
 ・ A・B・C各班１名からなるジグソー班を作る。 
 ・各班に与えられた「耕作放棄地」をどのように再 
  生・利用するのか考える。 
 ・ 与えられた耕作放棄地がどのような状況なのか 
  iPad内の動画を視聴しながら把握し、再生チェッ 
  クポイントを検討する。 
 ・ Web検索を効果的に行い、実践例からヒントを 
   得ながら実際に集落で行える方法を検討する。 
 
〇クロストーク活動 
 ・ 各班が考えまとめたアイデアのワークシートを実 
    物投影機で電子黒板に映して発表し、共有する。 
〇振り返り 

ICTを活用した学びあいで主体的に学習に取り組む 

ドローンの映像で耕作放棄地の状況をみる。 

iPadでWeb検索してアイデアを考える。 

ワークシートを実物投影機で写し発表する。 
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  青谷高校２年・青谷学「まとめ・発表」 教室に２台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

よりよい発表となるよう練習する。 

自身のプレゼン動画を視聴することにより、振り返りがで
き次回への改善に活かすことができる。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・自分の発表の様子をその場で客観的に振り返ることができ、発表の改善につながった。 
・より良くしようとする意欲が見られた。 

学習場面の概要 授業の様子 

■本時の目標 

■発表練習 １回目 
■自分の振り返り 
■発表練習 ２回目 
■自分の振り返り 

■まとめ 
 
■今後の日程確認 

青谷学の発表 
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日野高校３年・総合実践及び「日野高ショップ」 ４人２台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

アプリ「ＡｉｒＲＥＧＩ」の基本操作に係る知識・
技術の習得と修正データの加工・編集 

商品販売におけるタブレット型端末の活用
体験及び有用性の理解 
データ分析による課題の発見 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・レジの入力ミスが減少した                     
・商品設定がバーコードレジと比較して簡単にできる 

学習場面の概要 授業の様子 

■販売商品を確認する 
■商品名、単価等の設定登  
 録をする 
■動作確認をする 

■おつりを確認する 
■レジ業務と袋詰め 
■売上金額と現金を確認する 

■売上データの集計 
・販売データのアップロード 
・CSV形式でダウンロードし、 
 Excelでグラフを作成する 
・売上データを元に次回の    
 日野高ショップに向けて 
 の課題を話し合う 

アプリ「ＡｉｒＲＥＧＩ」を活用した販売実習と販売データの集計 
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青谷高校１年・特別教育活動 ＬＨＲ ３人１台 （iPad） 

本時の目標 

タブレット型端末活用のねらい 

生徒の親睦を図る 

アプリを活用し、問題の提示、解答、得点集計を
行う。 

導
入 

展
開 

ま
と
め 

■生徒の変容（感想・意見、効果など） 
・３人グループで相談し、協力して回答していた。                     

・生徒は自分たちの結果がその都度見えるので取り組みやすく、次の問題は何だろう、と積極
的で反応もよかった。 

学習場面の概要 授業の様子 

■アプリ Kahoot! に生徒がパ
スワードでログインする 

■本時目標、操作方法の説明、
練習問題 

■問題提示 
  生徒が解答 
  正解の提示 
  上位グループ得点の提示 

■総得点と順位結果を提示 

クラス対抗クイズ大会 
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

1
国

語
国

語
総
合

1
鳥
取
県
高
校
生
ク

イ
ズ

県
立
図
書
館
主
催
の
高
校
生
ク
イ
ズ
を
解
答
す
る
に

あ
た

っ
て

、
書
籍
と
と
も
に
情
報
を
検
索
す
る

検
索

I
E

2
国

語
国

語
総
合

1
羅
生
門

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ｆ
ｏ
ｒ
sc

ho
ol

「
羅
生
門
」
を
視
聴

検
索

S
a
f
a
r
i

3
国

語
国

語
総
合

1
県
立
図
書
館
主
催

「
鳥
取
県
高
校
生

ク
イ
ズ
」

鳥
取
県
に
つ
い
て
３
０
の
質
問
に
答
え
る
た
め
に
書

籍
と

と
も

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
利
用
し
て
検
索
し
た

検
索

G
o
o
g
l
e

4
国

語
現

代
文

1
評
論
文

「
富
士
山
を
我
々
が
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
き
た
か

」
に

つ
い

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
地
勢
や
信
仰
に
つ
い
て
調

べ
た

検
索

,ワ
ー

ド
I
E
,
W
o
r
d

5
国

語
現

代
文

2
鳥
取
県
高
校
生
ク

イ
ズ

県
立
図
書
館
主
催
の
高
校
生
ク
イ
ズ
を
解
答
す
る
に

あ
た

っ
て

、
書
籍
と
と
も
に
情
報
を
検
索
す
る

検
索

I
E

6
国

語
現

代
文
Ｂ

2
俳
句

iP
ad

を
活
用
し
て
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
自
分
な

り
に

ま
と

め
る

検
索

S
a
f
a
r
i

7
国

語
国

語
総
合

2
命
は
誰
の
も
の
な

の
か

各
テ
ー
マ
（
臓
器
移
植
）
を
切
り
口
に
小
論
文
の
材

料
を

探
す

検
索

S
a
f
a
r
i

8
国

語
国

語
総
合

2
働
く
と
は

働
く
と
は
、
と
作
文
の
材
料
を
探
す

検
索

S
a
f
a
r
i

9
国

語
国

語
総
合

2
意
見
文
を
書
く

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
収
集
・
分
析

検
索

S
a
f
a
r
i

10
国

語
国

語
総
合

2
働
く
と
は

働
く
と
は
、
と
作
文
の
材
料
を
探
す

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

11
国

語
古

典
Ａ

2
漢
詩

起
承
転
結
を
意
識
し
た
4行

詩
を
創
作
し
、
詩
の
イ
メ

ー
ジ

に
沿

っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で
提
出
す
る

原
稿

作
成

12
国

語
現

代
文

3
論
理
的
文
章
を
読

ん
で
意
見
文
を
書
く

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
収
集
・
分
析

検
索

S
a
f
a
r
i

13
国

語
現

代
文

3
こ
こ
ろ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
 f

or
 s

ch
oo

l「
こ
こ
ろ
」
を
視
聴

検
索

S
a
f
a
r
i

14
国

語
国

語
総
合

3
伊
勢
物
語

主
要
な
章
段
に
つ
い
て
内
容
を
調
べ
る

検
索

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

15
国

語
国

語
表
現

3
小
論
文
を
書
く

小
論
文
の
材
料
探
し

検
索

S
a
f
a
r
i

16
国

語
国

語
表
現

3
志
望
動
機
を
書
く

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
材
料
探
し

検
索

S
a
f
a
r
i

17
国

語
国

語
表
現

3
メ
デ
ィ
ア
と
情
報

新
聞
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
比
較
・
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー

の
基

礎
検

索
S
a
f
a
r
i

18
国

語
国

語
表
現

3
自
分
史
を
書
く

自
分
の
生
き
た
時
代
背
景
を
調
べ
る

検
索

S
a
f
a
r
i

19
国

語
国

語
表
現

3
自
分
史
作
成

生
ま
れ
た
年
の
事
件
等
を
調
べ
る

検
索

S
a
f
a
r
i

20
国

語
国

語
表
現

3
思
い
出
の
風
景

３
年
間
の
高
校
生
活
の
中
で
、
自
分
に
と
っ
て
最
も

思
い

出
深

い
場
所
を
撮
っ
て
、
タ
イ
ト
ル
、
説
明
文
を
つ
け
る

画
像

撮
影

カ
メ

ラ

21
国

語
国

語
表
現

3
年
賀
状
を
書
こ
う

年
賀
状
の
書
き
方
を
学
ぶ

検
索

S
a
f
a
r
i

22
国

語
国

語
表
現

3
四
字
熟
語

iP
ad

で
検
索
し
、
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
る

検
索

S
a
f
a
r
i

23
国

語
国

語
表
現

3
写
真
詩
　
～
思
い

出
の
倉
総
産
～

校
舎
内
の
思
い
出
の
場
所
や
物
の
写
真
を
撮
り
、
そ

こ
に

自
ら

の
思
い
を
詩
と
し
て
載
せ
る

カ
メ

ラ
,
文

書
作

成
写

真
,
写

真
の

マ
ー

ク
ア

ッ
プ

24
国

語
国

語
表
現

3
デ
ィ
ベ
ー
ト

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
た
め
の
準
備
で
活
用

検
索

S
a
f
a
r
i

25
国

語
発

展
国
語
表
現

3
志
望
先
に
つ
い
て

調
べ
る

志
望
理
由
書
作
成
の
練
習
を
す
る
際
、
志
望
先
の
情

報
を

調
べ

、
志
望
理
由
を
よ
り
深
い
も
の
に
す
る

検
索

I
E

26
国

語
発

展
国
語
表
現

3
社
会
問
題
に
つ
い

て
調
べ
る

意
見
文
を
作
成
す
る
際
に
、
書
こ
う
と
す
る
社
会
問

題
に

つ
い

て
、
一
般
的
な
知
識
を
得
る
た
め
に
調
べ
、
考
え
る

筋
道

を
つ

け
る
参
考
に
す
る

検
索

I
E

27
国

語
古

典
2,
3

古
語
（
古
典
）
や
登
場
人
物
の
ル
ー
ツ
等
の
意
味
の

調
べ

調
査

S
a
f
a
r
i
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

28
国

語
発

展
国
語
総
合

2,
3

小
説
「
セ
メ
ン
ト

樽
の
中
の
手
紙
」

「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
を
読
解
す
る
に
あ
た

り
、

当
時

の
社
会
的
な
背
景
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
、
作
者
に
つ

い
て

班
ご

と
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て
調
べ
学
習
を
し
、

資
料

を
共

有
し
た

検
索

G
o
o
g
l
e
な

ど

29
国

語
発

展
国
語
総
合

2,
3

古
文
「
伊
勢
物
語

」
「
伊
勢
物
語
」
を
読
解
す
る
に
あ
た
り
、
作
者
、
歌

物
語

、
平

安
時
代
の
風
習
な
ど
に
つ
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用

い
て

調
べ

学
習
を
し
、
資
料
を
共
有
し
た

検
索

G
o
o
g
l
e
な

ど

30
国

語
古

典
毎
日
の
授
業
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
に
古
文
を
投
影
し
て

使
用

31
国

語
iP

ad
を
タ
イ
マ
ー
や
カ
メ
ラ
と
し
て
使
用

計
時

,撮
影

タ
イ

マ
ー

,
カ

メ
ラ

32
国

語
調
べ
学
習

検
索

S
a
f
a
r
i

33
地

歴
・

公
民

世
界
史
Ａ

1
近
代
の
世
界

iP
ad

を
活
用
し
て
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
レ
ポ
ー

ト
に

ま
と

め
る

検
索

S
a
f
a
r
i

34
地

歴
・

公
民

世
界
史
Ａ

1
「
大
航
海
時
代
」

大
航
海
時
代
の
航
路
を
た
ど
る

G
o
o
g
l
e
 
E
a
r
t
h

35
地

歴
・

公
民

現
代
社
会

1
地
域
紛
争
と
人
種

・
民
族
問
題

ジ
グ
ソ
ー
法
に
よ
る
協
同
学
習
に
お
い
て
、
エ
キ
ス

パ
ー

ト
活

動
で
活
用
す
る
資
料
に
、
動
画
や
教
科
書
に
な
い
画
像

を
iP

ad
で

検
索
し
、
使
用
す
る

検
索

S
a
f
a
r
i

36
地

歴
・

公
民

現
代
社
会

1
地
方
自
治

地
域
活
性
化
の
方
策
を
考
え
る
際
、
様
々
な
事
例
を

iP
ad

を
利

用
し
て
検
索
し
グ
ル
ー
プ
で
方
策
を
考
え
る

検
索

S
a
f
a
r
i

37
地

歴
・

公
民

郷
土
史

2
鎌
倉
時
代
か
ら
江

戸
時
代

iP
ad

を
持
っ
て
現
地
調
査
を
行
い
、
史
跡
や
イ
ン
タ

ビ
ュ

ー
の

写
真
を
撮
り
、
学
校
に
帰
っ
て
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る

写
真

撮
影

カ
メ

ラ

38
地

歴
・

公
民

世
界
史
Ａ

2
イ
ギ
リ
ス
の
二
つ

の
革
命

暗
唱
し
た
『
歴
史
唱
歌
』
の
う
ち
、
「
イ
ギ
リ
ス
革

命
」

の
歌

詞
に
つ
い
て
疑
問
点
を
探
し
出
し
、
iP

ad
を
利
用
し
て

調
べ

、
発

表
す
る

検
索

,写
真

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

39
地

歴
・

公
民

世
界
史
Ａ

2
資
料
の
提
示

画
像

表
示

ス
キ

ャ
ナ

40
地

歴
・

公
民

世
界
史
Ａ

2
「
大
航
海
時
代
と

新
た
な
国
家
の
形
成
」

ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
の
特
徴
に
係
る
理
解
を
深

め
る

材
料

と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て
検
索
し
、
情

報
の

共
有

を
図
る

ネ
ッ

ト
検

索
S
a
f
a
r
i

41
地

歴
・

公
民

世
界
史
Ａ

2
チ
ャ
ー
チ
ル
を
扱
っ
た
映
画
の
予
告
を
見
た

検
索

S
a
f
a
r
i
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教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

42
地

歴
・

公
民

世
界
史
Ａ

2
戦
後
の
世
界

各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
で
発
表
す
る
際
の

調
べ

学
習

で
活
用
し
た

検
索

S
a
f
a
r
i

43
地

歴
・

公
民

地
理

2
世
界
の
諸
地
域
の

生
活
と
文
化

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
産
業
や
工
業
を
調
べ
教
科
書
以
外
の

リ
サ

ー
チ

を
他
の
人
に
伝
え
る

検
索

I
E
,
W
o
r
d

44
地

歴
・

公
民

地
理
Ａ

2
世
界
の
諸
地
域
の

生
活
・
文
化

南
ア
ジ
ア
の
生
活
・
文
化
を
テ
ー
マ
に
、
諸
産
業
の

特
色

や
そ

の
背
景
に
あ
る
も
の
を
検
索
し
、
グ
ル
ー
プ
で
考
察
す

る
検

索
I
E

45
地

歴
・

公
民

地
理
Ａ

2
西
ア
ジ
ア
の
自
然

環
境
、
南
ア
ジ
ア
の
自
然

環
境

西
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
の
自
然
環
境
に
関
す
る
画
像

を
投

影
し

な
が
ら
解
説
を
行
っ
た

iP
ad

に
よ

る
画

像
の

投
影

A
p
p
l
e
 
T
V

46
地

歴
・

公
民

2
世
界
遺
産
を
扱
っ
た
調
べ
学
習

検
索

S
a
f
a
r
i

47
地

歴
・

公
民

現
代
社
会

3
「
現
代
の
民
主
政

治
と
政
治
参
加
の
意
義
」

基
本
的
人
権
に
係
る
理
解
を
深
め
る
材
料
と
し
て
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
型
端
末
を
利
用
し
て
検
索
し
、
情
報
の
共
有
を
図
る

ネ
ッ

ト
検

索
S
a
f
a
r
i

48
地

歴
・

公
民

時
事
問
題

3
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
自
分
た
ち
の
関
心
の
あ
る
社
会

問
題

に
つ

い
て
調
べ
発
表
す
る

検
索

,プ
レ

ゼ
ン

P
o
w
e
r
 
P
o
i
n
t

49
地

歴
・

公
民

実
践
現
代
社
会

3
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
自
分
た
ち
の
関
心
の
あ
る
社
会

問
題

に
つ

い
て
調
べ
発
表
す
る

検
索

,プ
レ

ゼ
ン

P
o
w
e
r
 
P
o
i
n
t

50
地

歴
・

公
民

政
治
経
済

3
経
済
主
体
と
経
済

活
動

大
企
業
が
取
り
組
む
メ
セ
ナ
や
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー

活
動

を
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
検
索
し
、
ま
と
め
て
発
表
し
共
有
し
あ
う

検
索

I
E

51
地

歴
・

公
民

政
治
経
済

3
現
代
社
会
の
諸
課

題
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ベ
ー
ト

検
索

S
a
f
a
r
i

52
地

歴
・

公
民

日
本
史
Ａ

3
立
憲
国
家
の
成
立

明
治
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
人
物
に
つ
い
て
iP

ad
を

利
用

し
て

検
索
し
て
教
科
書
で
は
わ
か
ら
な
い
人
生
に
つ
い
て
調

べ
る

検
索

S
a
f
a
r
i

53
地

歴
・

公
民

日
本
史
Ａ

3
資
料
の
提
示

画
像

表
示

ス
キ

ャ
ナ

54
地

歴
・

公
民

マ
ル
チ
ベ
ー

シ
ッ
ク

3
新
聞
を
作
る

桃
太
郎
新
聞
を
作
る
際
に
桃
太
郎
伝
説
を
調
べ
た

検
索

S
a
f
a
r
i

55
地

歴
・

公
民

日
本
史
・
世
界

史
2,
3

各
単
元
ご
と
で
登
場
す
る
人
物
や
建
造
物
等
、
カ
ラ

ー
の

映
像

や
動
画
で
紹
介
で
き
る

写
真

,動
画

56
地

歴
・

公
民

世
界
史
Ａ

授
業
中
、
生
徒
が
疑
問
に
思
っ
た
点
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
用

い
て

追
及
し
、
結
果
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め
発
表
さ

せ
る

検
索

,プ
レ

ゼ
ン

S
a
f
a
r
i
,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t

57
地

歴
・

公
民

グ
ル
ー
プ
で
調
べ
物
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
を
ア
ッ
プ

ル
TV

を
使

っ
て
全
体
の
前
で
発
表
す
る

検
索

,プ
レ

ゼ
ン

S
a
f
a
r
i
,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

58
数

学
数

学
Ⅰ

1
二
次
関
数

二
次
関
数
の
最
大
・
最
小
の
範
囲
の
移
動

教
科

書
A
R

59
数

学
数

学
Ⅰ

1
三
角
比

空
間
図
形

教
科

書
A
R

60
数

学
数

学
Ⅰ

1
第
3章

図
形
と
計
量
　
第
1
節
三
角
比

東
京
タ
ワ
ー
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
同
じ
高
さ
で
見
え

る
と

こ
ろ

は
ど
こ
か
実
際
に
計
測
、
計
算
す
る
こ
と
で
三
角
比
を

活
用

し
課

題
解
決
す
る
と
と
も
に
同
じ
高
さ
に
見
え
る
地
点
が
ど

の
よ

う
に

現
れ
て
く
る
か
を
予
測
す
る

計
測

,計
算

キ
ョ

リ
測

,
C
a
l
c
u
l
a
t
a
r

61
数

学
数

学
Ⅰ

1
図
形
と
計
量

知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
の
課
題
の
説
明
時
と
ク
ロ

ス
ト

ー
ク

の
時
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
投
影

ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

カ
メ

ラ
,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r

62
数

学
数

学
Ⅰ

1
平
面
図
形

図
形
描
画
ア
プ
リ
を
使
っ
た
、
２
つ
の
円
の
位
置
関

係
の

考
察

図
形

作
成

ソ
フ

ト
G
e
o
g
e
b
r
a

63
数

学
数

学
Ⅰ

1
三
角
比

グ
ル
ー
プ
発
表
時
に
解
答
を
板
書
さ
せ
る
代
わ
り
に

解
答

を
撮

影
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
へ
投
影
さ
せ
る
。
ボ
ー
ド
上

に
て

、
相

互
評
価
を
行
う

写
真

な
ど

64
数

学
数

学
Ⅰ

1
三
角
比
（
正
弦
定

理
・
余
弦
定
理
）

三
角
形
を
変
形
さ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
成
り
立

つ
こ

と
を

確
認
す
る

代
表
生
徒
に
実
際
に
動
か
さ
せ
る

提
示

G
e
o
g
e
b
r
a

65
数

学
数

学
Ⅰ

1
２
次
関
数

自
分
の
指
で
パ
ラ
メ
ー
タ
を
触
っ
て
動
か
す
こ
と
で

、
文

字
の

変
化
と
グ
ラ
フ
の
動
き
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る

か
を

自
ら

観
察
す
る

ア
プ

リ
活

用
G
e
o
g
e
b
r
a

66
数

学
数

学
Ⅰ

1
２
次
不
等
式

２
次
不
等
式
と
２
次
関
数
の
グ
ラ
フ
と
の
関
係
が
理

解
で

き
、

２
次
不
等
式
を
正
し
く
解
く
こ
と
が
で
き
こ
と
を
協
調

学
習

（
ジ

グ
ソ
ー
法
）
で
行
う

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
グ
ラ
フ
を
描
く
補
助
道
具
と
し
て

活
用

し
た

り
、
書
い
た
プ
リ
ン
ト
を
写
し
、
全
体
共
有
す
る
た

め
に

利
用

補
助

道
具

,
書

画
g
r
a
p
e
s

67
数

学
数

学
Ⅰ

1
２
次
関
数

２
次
関
数
の
形
・
平
行
移
動
と
式
の
関
係
に
つ
い
て

、
理

解
を

深
め
る
た
め
の
iP

ad
利
用

演
習

Q
u
i
c
k
 
G
r
a
p
h

68
数

学
数

学
Ⅰ

1
デ
ー
タ
の
分
析

知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
の
プ
レ
テ
ス
ト
に
お
い
て

、
調

べ
学

習
に
活
用

ま
た
、
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
の
時
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に

投
影

ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

カ
メ

ラ
,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r
,
E
x
c
e
l

69
数

学
数

学
基
礎

1
平
方
根

平
方
根
の
加
法

問
題

演
習

つ
な

が
る

ド
リ

ル

70
数

学
数

学
基
礎

1
√
の
計
算

プ
リ
ン
ト
で
扱
い
を
確
認
し
た
う
え
で
、
ド
リ
ル
演

習
と

し
て

「
つ
な
が
る
ド
リ
ル
」
を
用
い
、
定
着
を
図
る

問
題

演
習

つ
な

が
る

ド
リ

ル
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教

科
科
目

学
年

単
元
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授
業
実
践
事
例
一
覧
】

71
数

学
1

デ
ー
タ
整
理

平
均
、
分
散
、
標
準
偏
差
、
共
分
散
、
相
関
係
数

P
o
w
e
r
 
P
o
i
n
t

72
数

学
数

Ⅱ
β

2
ベ
ク
ト
ル

ベ
ク
ト
ル
の
内
積
・
外
積
の
考
察

検
索

I
E
,
G
o
o
g
l
e

73
数

学
数

学
Ⅱ

2
関
数
の
グ
ラ
フ

関
数
を
提
示
し
、
グ
ラ
フ
を
拡
大
し
た
り
、
変
化
の

様
子

を
確

認
す
る

提
示

g
r
a
p
e
s

74
数

学
数

学
Ⅱ

2
三
角
関
数

三
角
関
数
の
値
を
単
位
円
で
求
め
る

提
示

P
o
w
e
r
 
P
o
i
n
t

75
数

学
理

数
数
学
Ⅱ

2
ベ
ク
ト
ル

生
徒
が
ノ
ー
ト
に
正
五
角
形
の
作
図
を
し
て
い
る
様

子
を

撮
影

し
、
全
体
で
共
有
す
る

動
画

撮
影

カ
メ

ラ

76
数

学
数

学
Ⅰ
Ａ
・
Ⅱ

Ｂ
1,
2

さ
ま
ざ
ま
な
単
元

で
予
習
プ
リ
ン
ト
の
取
組
や
生
徒
の
解
答
を
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー

ド
に

投
射 疑
問
点
な
ど
を
出
し
合
う

提
示

,写
真

投
影

カ
メ

ラ

77
数

学
基

幹
数
学

3
演
習

生
徒
が
作
成
し
た
答
案
を
カ
メ
ラ
機
能
で
撮
り
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー
で
投
影
し
、
発
表
説
明
す
る

ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

カ
メ

ラ

78
数

学
数

学
Ⅱ

3
演
習

生
徒
が
作
成
し
た
答
案
を
カ
メ
ラ
機
能
で
撮
り
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー
で
投
影
し
、
発
表
説
明
す
る

ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

カ
メ

ラ

79
数

学
数

学
Ⅱ

3
微
分
法

知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
の
プ
レ
テ
ス
ト
に
お
い
て

、
調

べ
学

習
に
活
用

ま
た
、
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
の
時
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に

投
影

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r

80
数

学
理

系
数
学

3
総
合
演
習

演
習
用
問
題
の
解
答
を
提
示
し
た
り
、
生
徒
の
解
答

と
比

較
検

討
し
た
り
す
る

ま
た
、
平
面
図
形
の
性
質
を
考
察
さ
せ
た
り
す
る

写
真

な
ど

N
o
t
e
な

ど

81
数

学
理

数
数
学
Ⅱ

3
宿
題
等
の
答
え
合
わ
せ
は
生
徒
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
板

書
す

る
の
で
は
な
く
、
ノ
ー
ト
に
し
て
き
た
も
の
を
撮
影
し

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー
ド
に
映
す

写
真

撮
影

カ
メ

ラ

82
数

学
数

学
Ⅰ

二
次
関
数

数
値
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ラ
フ
の
変
化
を
生

徒
に

提
示

す
る

提
示

G
e
o
g
e
b
r
a

83
理

科
自

然
科
学
史

1
大
陸
移
動
説

大
陸
移
動
説
の
仕
組
み
や
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
検

索
し

、
情

報
の
共
有
を
図
る

検
索

S
a
f
a
r
i

84
理

科
科

学
と
人
間
生

活
1

天
体
が
刻
む
「
時

」
考
査
前
の
振
り
返
り
と
し
て
、
４
択
形
式
の
問
題
に

取
り

組
み

、
知
識
の
定
着
を
図
る

問
題

の
解

答
K
a
h
o
o
t

85
理

科
科

学
と
人
間
生

活
1

自
然
災
害
と
自
然

景
観

火
山
活
動
を
調
べ
る

火
山
の
名
前
を
調
べ
る

検
索

S
a
f
a
r
i
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86
理

科
　

科
学
と
人
間
生

活
1

天
体
の
運
行
と
人

間
生
活

時
間
、
日
の
概
念
に
つ
い
て

項
目
毎
に
調
べ
て
プ
レ
ゼ
ン

プ
レ

ゼ
ン

資
料

の
作

成
と

発
表

ロ
イ

ロ
ノ

ー
ト

87
理

科
生

物
1

生
態
系

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
、
樹
木
の
種
類
を
調
べ
る

検
索

I
E
,
W
o
r
d

88
理

科
化

学
基
礎

2
酸
と
塩
基

実
験
器
具
の
使
用
方
法
を
動
画
で
確
認
。
実
験
の
結

果
を

写
真

や
動
画
で
撮
影

撮
影

カ
メ

ラ

89
理

科
生

物
2

発
生

卵
か
ら
の
初
期
発
生
の
様
子
を
動
画
（
NH

K 
fo

r 
sc

ho
ol

）
で

見
る

動
画

視
聴

S
a
f
a
r
i

90
理

科
生

物
基
礎

2
遺
伝
情
報
の
分
配

（
体
細
胞
分
裂
の
観
察
）

顕
微
鏡
観
察
の
際
、
iP

ad
の
カ
メ
ラ
で
、
接
眼
レ
ン

ズ
か

ら
検

鏡
し
た
試
料
を
撮
影
し
、
Ai

rd
ro

pで
教
員
に
送
ら
せ
、
正

し
く

検
鏡

で
き
て
い
る
確
認
の
の
ち
、
ス
ケ
ッ
チ
を
行
っ
た

授
業
終
了
１
０
分
前
に
各
生
徒
が
上
手
に
撮
影
し
た

画
像

数
枚

を
Ai

rd
ro

pで
全
員
に
配
布
し
、
共
有
し
た

画
像

撮
影

、
A
i
r
d
r
o
p

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r

91
理

科
生

物
基
礎

2
体
内
環
境
と
恒
常

性
（
体
液
の
調
節
）

知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
で
エ
キ
ス
パ
ー
ト
資
料
の

１
つ

と
し

て
、
各
班
３
名
に
１
台
で
使
用
し
、
動
画
を
見
て
、

参
考

に
し

て
知
識
を
深
め
た

動
画

再
生

O
v
e
r
 
T
h
e
 
A
i
r

92
理

科
生

物
基
礎

2
生
物
の
体
内
環
境

の
維
持

生
徒
の
考
え
や
作
成
し
た
図
を
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有

す
る

撮
影

カ
メ

ラ
,
A
i
r
d
r
o
p

93
理

科
生

物
基
礎

2
生
物
の
体
内
環
境

の
維
持

学
習
前
の
生
徒
の
考
え
（
知
識
）
と
学
習
後
の
変
容

を
把

握
す

る
課

題
の

配
布

G
o
o
g
l
e
フ

ォ
ー

ム

94
理

科
生

物
基
礎

2
生
物
の
体
内
環
境

の
維
持

体
内
環
境
を
保
つ
仕
組
み
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作

り
表

現
す

る
撮

影
i
M
o
t
i
o
n

95
理

科
生

物
基
礎

2
ゲ
ノ
ム
、
遺
伝
子

iP
S細

胞
に
つ
い
て
調
べ
学
習
す
る

検
索

96
理

科
生

物
基
礎

2
体
内
環
境
、
免
疫

動
画
付
き
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
で
学
習
す
る

動
画

97
理

科
生

物
基
礎

2
外
来
生
物

ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め

、
３

つ
の

パ
ー
ト
を
全
て
学
習
す
る

検
索

98
理

科
生

物
基
礎

2
外
来
生
物
、
絶
滅

危
惧
種

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
資
料
を
作
成
し
、
発
表
す
る
こ

と
で

共
有

し
あ
う

検
索

,ス
ラ

イ
ド

・
原

稿
作

成
,プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

99
理

科
生

物
基
礎

2
校
内
の
樹
木
、
動

物
調
べ
学
習

検
索

10
0

理
科

生
物
基
礎

2
生
物
と
遺
伝
子

実
験
の
結
果
を
カ
メ
ラ
で
写
し
、
他
の
班
の
結
果
と

比
較

で
き

る
よ
う
に
提
示
す
る

提
示

カ
メ

ラ
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10
1

理
科

　
生

物
基
礎

2
生
物
の
体
内
環
境

、
免
疫

免
疫
の
し
く
み
に
つ
い
て

項
目
毎
に
調
べ
て
プ
レ
ゼ
ン

プ
レ

ゼ
ン

資
料

の
作

成
と

発
表

ロ
イ

ロ
ノ

ー
ト

10
2

理
科

物
理

2
反
発
係
数

球
の
跳
ね
返
っ
た
高
さ
を
撮
影
し
、
ス
ロ
ー
再
生
を

し
て

、
測

定
す
る

ビ
デ

オ
ビ

デ
オ

10
3

理
科

物
理

2
音
波

振
動
数
を
音
の
高
さ
の
関
係
を
示
す

ア
プ

リ
活

用
ト

ー
ン

ジ
ェ

ネ
レ

ー
タ

ー

10
4

理
科

物
理

2
音
波

音
波
の
波
形
を
示
す

ア
プ

リ
活

用
ス

コ
ー

ル

10
5

理
科

生
物
基
礎

2
顕
微
鏡
に
よ
る
観

察
細
胞
、
体
細
胞
分
裂
、
染
色
体
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用

い
て

、
顕

微
鏡
で
見
え
た
像
を
撮
影

写
真

撮
影

10
6

理
科

化
学

3
総
合
演
習

セ
ン
タ
ー
試
験
の
問
題
を
事
前
に
解
か
せ
、
そ
れ
を

全
員

に
ク

イ
ズ
形
式
に
て
問
い
か
け
る

回
答

方
法

の
ツ

ー
ル

と
し

て
P
i
n
g
p
o
n
g

10
7

理
科

生
物

3
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
」

目
に
は
見
え
な
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
の
仕
組
み
を
、
モ
デ
ル

を
使

っ
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
理
解
を
深
め
る

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

E
x
c
e
l

10
8

理
科

生
物
基
礎
探
究

3
遺
伝
子
と
そ
の
働

き
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
特
徴
を
基
に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
の
実
験
方
法

を
考

え
る

検
索

I
E

10
9

理
科

発
展
生
物
基
礎

3
探
究
活
動

各
班
ご
と
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
図

書
館

で
の
本
で
、
調
べ
て
た
り
確
認
し
た
り
行
い
、
発
表
用

の
Ｐ

Ｐ
資

料
を
作
成
し
て
い
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
,
ワ

ー
プ

ロ
機

能
P
o
w
e
r
 
P
o
i
n
t

11
0

理
科

地
学
基
礎

2,
3

画
像
・
資
料
を
映
す

11
1

理
科

化
学
・
化
学
基

礎
全

各
単
元
ご
と
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
ノ
ー
ト
（

本
来

板
書

す
る
よ
う
な
こ
と
）
や
カ
ラ
ー
の
映
像
、
動
画
で
紹
介

で
き

る
実
験
の
映
像
等

写
真

,動
画

i
T
u
n
e
s
U
な

ど

11
2

理
科

撮
影

,検
索

カ
メ

ラ
,
S
a
f
a
r
i

11
3

外
国

語
英

語
表
現
Ⅰ

1
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

検
索

,プ
レ

ゼ
ン

S
a
f
a
r
i
,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t

11
4

外
国

語
英

語
表
現

1
LE
SS
ON
7　

助
動
詞
①

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
様
子
を
動
画
で
撮
影
し
、

後
日

の
評

価
に
用
い
た

動
画

ビ
デ

オ

11
5

外
国

語
英

語
表
現

1
文
化

本
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
い
ろ
い
ろ
な
国
を
調
べ
て
、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
い
英
語
で
発
表
す
る

検
索

,パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
I
E
,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t
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11
6

外
国

語
英

語
表
現
Ⅰ

1
写
真
を
使
っ
て
自
己
表
現
す
る

W
e
b
d
a
v

11
7

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ

1

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
ラ
イ
ド
上
に
学
校
、
コ
ン
ビ

ニ
な

ど
の

ア
イ
コ
ン
を
配
置
し
街
を
作
る

学
習
し
た
表
現
を
使
っ
て
建
物
の
配
置
を
相
手
に
説

明
し

、
相

手
は
得
た
情
報
を
も
と
に
建
物
の
配
置
を
再
現
す
る

ス
ラ

イ
ド

作
成

P
o
w
e
r
 
P
o
i
n
t

11
8

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ

1
Le
ss
on
7 
Ec
o-
to

ur
 o

n 
Ya

ku
sh

im
a

教
材
で
学
ん
だ
表
現
を
使
い
世
界
遺
産
に
つ
い
て
の

紹
介

を
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
行
う

検
索

S
a
f
a
r
i

11
9

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ

1
Le
ss
on
6 
 J
. 
K.

 R
ow

li
ng

Ev
er
yo
ne
 H
as
 H

id
de

n 
Po

we
r

多
読
用
図
書
を
も
と
に
書
い
た
bi

og
ra

ph
yに

つ
い
て

、
ル

ー
ブ

リ
ッ
ク
で
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
を
つ
け
な
が

ら
聞

き
手

を
意
識
し
た
発
表

動
画

撮
影

ビ
デ

オ

12
0

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
基

礎
1

な
し

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
ク
イ
ズ
の
答
え
を
さ
が
す

ま
た
、
気
に
な
る
選
手
を
ひ
と
り
選
ん
で
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

を
も

と
に
紹
介
す
る

検
索

12
1

外
国

語
英

語
表
現
Ⅱ

2
デ
ィ
ベ
ー
ト

論
題
に
対
す
る
論
を
展
開
す
る
た
め
の
事
例
を
集
め

る
の

に
iP

ad
を
使
用
し
た

検
索

S
a
f
a
r
i

12
2

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語

2
理
数
科
２
年
課
題
研
究
の
英
語
プ
レ
ゼ
ン
に
向
け
て

の
他

校
と

の
交
流

検
索

,、
プ

レ
ゼ

ン

S
a
f
a
r
i
,
K
n
o
w
l
e

d
g
e

F
o
r
u
m
,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t

12
3

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ

2
な
し

世
界
各
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て
調
べ
グ
ル
ー
プ

内
で

発
表

し
た

検
索

12
4

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ

2
LE
SS
ON
9

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
収
集
と
、
プ
レ
ゼ
ン

資
料

を
作

成
し
発
表
し
た

検
索

,プ
レ

ゼ
ン

S
a
f
a
r
i
,
K
e
y
n
o
t

e

12
5

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ

2
Le
ss
on
9 
Fr
om
 o

wi
ng

 t
o 

sh
ar

in
g

ca
r-

sh
ar

in
gの

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考

え
る

際
、

情
報
検
索
を
行
い
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
準
備
を
し
た

検
索

S
a
f
a
r
i

12
6

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ

2
Le
ss
on
４
 T
he
 R

ea
l 

To
p 

Pl
ay

er
 i

n
th
e 
Wo
rl
d

「
本
文
の
内
容
を
理
解
し
た
上
で
、
音
読
す
る
こ
と

が
で

き
る

」
と
い
う
目
標
で
行
い
、
自
分
の
音
読
の
様
子
を
ペ
ア

で
撮

影
す

る
動

画
撮

影
ビ

デ
オ

12
7

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ

2
さ
ま
ざ
ま
な
単
元

で
要
約
内
容
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
投

影
し

て
共
有
す
る

写
真

撮
影

カ
メ

ラ

12
8

外
国

語
ハ

ン
グ
ル

2
希
望
、
願
望
表
現

希
望
、
願
望
表
現
の
ス
キ
ッ
ト
を
み
て
、
発
音
、
イ

ン
ト

ネ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ん
だ

12
9

外
国

語
ハ

ン
グ
ル
Ⅰ

2
韓
国
文
化
に
つ
い

て
調
べ
る

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
興
味
の
あ
る
韓
国
文
化
に
つ

い
て

調
べ

た
こ
と
を
発
表
す
る

検
索

G
o
o
g
l
e
 
C
h
r
o
m
e
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

13
0

外
国

語
2

Po
we

rP
oi

nt
を
使
っ
て
絶
滅
危
機
に
あ
る
動
物
に
つ
い

て
プ

レ
ゼ

ン
資
料
を
作
成
し
、
英
語
で
発
表
す
る

検
索

,プ
レ

ゼ
ン

S
a
f
a
r
i
,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t

13
1

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語

1・
2

単
元
後
に
関
連
ト
ピ
ッ
ク
の
リ
サ
ー
チ
と
プ
レ
ゼ
ン

検
索

,プ
レ

ゼ
ン

S
a
f
a
r
i
,
K
e
y
n
o
t

e
,
P
o
w
e
r
 
P
o
i
n
t

13
2

外
国

語
英

語
会
話

3
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
時
に
動
画
撮
影
を
し

、
後

で
見

直
す

動
画

撮
影

ビ
デ

オ

13
3

外
国

語
英

語
表
現
Ⅱ

3
グ
ル
ー
プ
別
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
日
本
食
の
レ
シ
ピ
を
ス
ラ

イ
ド

を
用

い
て
紹
介
す
る

検
索

,プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
I
E
,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t

13
4

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ

3
Bi
tt
er
 T
ru
th
 o

f 
Ch

oc
ol

at
e

日
本
に
よ
る
農
産
物
等
の
輸
入
状
況
を
調
べ
、
教
科

書
の

英
文

に
当
て
は
め
て
英
文
を
作
成
す
る

検
索

S
a
f
a
r
i

13
5

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ

3
Le
ss
on
 1
  
Wo
rl

d 
Br

ea
kf

as
t

生
徒
が
興
味
の
あ
る
世
界
の
朝
食
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

端
末

を
使

用
し
て
検
索
し
、
情
報
を
共
有
し
た

検
索

13
6

外
国

語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅲ

3
Le
ss
on
 8
  
Ra
re

 M
et

al
s

レ
ア
メ
タ
ル
に
つ
い
て
教
科
書
の
内
容
に
入
る
前
に

、
グ

ル
ー

プ
ご
と
に
調
べ
そ
の
結
果
を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

発
表

す
る

検
索

I
E

13
7

外
国

語
3

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
調
べ
学
習
と
プ
レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン
の
準
備

検
索

,プ
レ

ゼ
ン

S
a
f
a
r
i
,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t

13
8

外
国

語
英

語
（
中
学
生
の
体
験

授
業
）

英
語
の
文
章
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
国
や
そ
の
国
の
位

置
や

特
徴

等
を
事
細
か
に
調
べ
る

検
索

S
a
f
a
r
i

13
9

外
国

語
英

語
表
現
Ⅰ

L8
 H
ow
 a
bo
ut
 g

oi
n 

to
 s

ee
 a

mu
si
ca
l?

友
達
を
何
か
に
誘
う
会
話
文
を
作
成
し
、
画
像
と
と

も
に

プ
レ

ゼ
ン
す
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

14
0

保
健

体
育

保
健

1
薬
物
乱
用
と
健
康

「
危
険
ド
ラ
ッ
ク
と
は
何
か
」
各
自
で
資
料
を
収
集

し
て

周
辺

知
識
を
得
る

検
索

S
a
f
a
r
i

14
1

保
健

体
育

体
育

1
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
パ
ス
の
ス
キ
ル
テ
ス
ト
で
生
徒
の

実
技

を
録

画
記
録
し
、
授
業
終
了
後
に
再
生
し
て
評
価

動
画

撮
影

ビ
デ

オ

14
2

保
健

体
育

体
育

1
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

プ
レ
ー
す
る
姿
を
撮
影
し
、
多
く
の
人
と
見
比
べ
る

こ
と

で
技

術
の
向
上
を
目
指
す

動
画

撮
影

14
3

保
健

体
育

体
育

1
器
械
運
動
（
マ
ッ

ト
）

マ
ッ
ト
運
動
で
の
体
の
動
き
、
伝
導
・
重
心
な
ど
の

説
明

・
確

認
動

画
撮

影
ビ

デ
オ

14
4

保
健

体
育

体
育

1
マ
ッ
ト
運
動

自
分
の
動
き
を
撮
影
し
客
観
視
し
て
、
次
の
動
き
や

練
習

に
つ

な
げ
る

「
は
り
き
り
体
育
ノ
介
」
（
NH

K 
fo

r 
sc

ho
ol

）
を
観

て
動

き
を

理
解
す
る

動
画

撮
影

動
画

視
聴

S
a
f
a
r
i
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教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

14
5

保
健

体
育

体
育

1
ダ
ン
ス

ダ
ン
ス
の
練
習
時
に
撮
影
し
、
そ
れ
を
見
て
練
習
さ

せ
る

撮
影

ビ
デ

オ

14
6

保
健

体
育

体
育

1
マ
ッ
ト
運
動

iP
ad

で
技
を
研
究
し
、
自
ら
の
演
技
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
検

索
S
a
f
a
r
i

14
7

保
健

体
育

体
育

1
創
作
ダ
ン
ス

構
想
を
練
る
際
に
iP

ad
を
利
用
し
て
全
体
像
を
確
認

し
、

工
夫

を
重
ね
る

ビ
デ

オ
ビ

デ
オ

14
8

保
健

体
育

保
健

1
感
染
症

感
染
症
に
つ
い
て
世
界
規
模
日
本
規
模
教
室
内
の
広

が
り

方
を

調
べ
、
予
防
の
知
識
を
伝
え
る

検
索

,ワ
ー

ド
I
E
,
W
o
r
d

14
9

保
健

体
育

保
健

1
現
代
社
会
と
健
康

「
心
肺
蘇
生
法
」

心
肺
蘇
生
法
の
実
習
に
お
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影

し
、

方
法

・
手
順
の
確
認
や
要
し
た
時
間
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

正
確

な
技

術
を
身
に
つ
け
る

動
画

撮
影

,
動

画
視

聴
カ

メ
ラ

,
フ

ォ
ト

15
0

保
健

体
育

保
健

2
社
会
生
活
と
健
康

環
境
問
題
に
つ
い
て
検
索
し
ま
と
め
る

検
索

15
1

保
健

体
育

保
健

2
医
療
・
保
険
制
度

と
そ
の
活
用

さ
ま
ざ
ま
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
調
べ
る
学
習

検
索

S
a
f
a
r
i

15
2

保
健

体
育

保
健

2
「
社
会
生
活
と
健

康
」

労
働
問
題
・
食
品
問
題
に
関
し
て
の
理
解
を
深
め
る

材
料

と
し

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て
検
索
し
、
情
報

の
共

有
を

図
る

ネ
ッ

ト
検

索
S
a
f
a
r
i

15
3

保
健

体
育

ス
ポ
ー
ツ
Ⅴ

（
野
外
活
動
）

2
野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

課
題
に
見
合
う
も
の
を
iP

ad
を
利
用
し
て
検
索
し
て

調
べ

る
検

索
I
E

15
4

保
健

体
育

ス
ポ
ー
ツ
Ⅱ

3
ゴ
ル
フ
実
習

ア
イ
ア
ン
シ
ョ
ッ
ト
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
撮
影
・
再
生

し
、

自
分

の
動
作
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
技
能
の
向
上
を
図
っ

た
動

画
撮

影
ビ

デ
オ

15
5

保
健

体
育

体
育

3
マ
ッ
ト
運
動

撮
影

ビ
デ

オ

15
6

保
健

体
育

体
育

3
選
択
授
業

グ
ル
ー
プ
で
選
択
し
た
競
技
種
目
に
つ
い
て
、
求
め

ら
れ

る
技

能
、
ル
ー
ル
、
練
習
方
法
に
つ
い
て
調
べ
自
主
的
に

活
動

す
る

検
索

I
E

15
7

保
健

体
育

体
育

3
集
団
行
動

集
団
行
動
の
様
子
を
撮
影
し
、
行
進
の
精
度
を
高
め

る
演

技
チ

ェ
ッ

ク
ビ

デ
オ

,
カ

メ
ラ

15
8

芸
術

音
楽
Ⅰ

1
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル

４
～
６
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
１
台
ア
イ
パ
ッ
ド
を

渡
し

て
演

奏
を
撮
影
し
て
客
観
的
に
演
奏
を
自
分
た
ち
で
分
析
し

て
よ

い
演

奏
を
目
指
し
て
い
く

録
画

カ
メ

ラ

15
9

芸
術

音
楽
Ⅰ

1
旋
律
の
創
作

詩
に
旋
律
を
つ
け
る
活
動
に
お
い
て
音
を
ア
イ
パ
ッ

ド
で

確
認

し
て
い
く

演
奏

G
a
r
a
g
e
 
B
a
n
d
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科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
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学
校
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レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

16
0

芸
術

美
術

1
デ
ザ
イ
ン

薬
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
・
子
供
の
薬

の
飲

み
や

す
さ

検
索

I
E

16
1

芸
術

美
術
１

1
彫
刻
「
模
刻
」

木
彫
の
制
作
過
程
を
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
の
映
像
に
撮
り

提
示

撮
影

,表
示

カ
メ

ラ

16
2

芸
術

美
術
１

1
映
像
・
メ
デ
ィ
ア

表
現

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
作
品
の
制
作
。
こ
ま
撮
り
の
結

果
を

確
認

し
な
が
ら
行
う

撮
影

,表
示

カ
メ

ラ

16
3

芸
術

美
術
Ⅰ

1
デ
ッ
サ
ン

生
徒
作
品
や
既
成
の
作
品
・
資
料
を
撮
影
し
、
品
評

し
あ

う
写

真
カ

メ
ラ

な
ど

16
4

芸
術

美
術
Ⅰ

1
芸
術
鑑
賞

課
題
に
て
提
示
さ
れ
た
テ
ー
マ
の
作
品
に
つ
い
て
検

索
し

ま
と

め
る

検
索

S
a
f
a
r
i

16
5

芸
術

美
術
Ⅰ

1
画
像
編
集

画
像
編
集
ソ
フ
ト
を
用
い
て
、
雑
誌
の
表
紙
風
の
作

品
制

作
を

行
う

画
像

編
集

C
O
M
P
C
C

16
6

芸
術

音
楽
Ⅱ

2
各
グ
ル
ー
プ
毎
に
取
り
組
む
曲
に
つ
い
て
、
iP

ad
を

利
用

し
、

様
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
音
楽
の
捉
え
方
に
つ

い
て

調
べ

る
検

索
Y
o
u
 
T
u
b
e

16
7

芸
術

ソ
ル
フ
ェ
ー

ジ
ュ

3
各
グ
ル
ー
プ
毎
に
取
り
組
む
曲
に
つ
い
て
検
索
・
選

択
す

る
検

索
S
a
f
a
r
i
,
Y
o
u

T
u
b
e

16
8

芸
術

地
域
環
境
芸
術

3
石
工
、
川
六
の
作

品
を
版
画
に
す
る

青
谷
町
を
中
心
に
活
躍
し
た
石
工
川
六
作
品
を
題
材

に
木

版
画

を
制
作
す
る

画
像

撮
影

カ
メ

ラ

16
9

芸
術

地
域
環
境
芸
術

3
演
劇
集
団
、
鳥
の

劇
場
を
講
師
に
、
身
体

的
・
演
劇
的
表
現

を
追
究
す
る

体
を
使
っ
た
動
き
、
台
本
か
ら
演
劇
表
現
を
試
み
る

コ
マ
撮
り
ア
プ
リ
を
使
っ
た
短
編
ビ
デ
オ
制
作

画
像

撮
影

ド
リ

コ
マ

17
0

家
庭

家
庭
基
礎

1
Ov

er
 T

he
 A

ir
を
使
い
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
理
解

を
深

め
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r

17
1

家
庭

家
庭
基
礎

1
Ov

er
 T

he
 A

ir
を
使
い
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
理
解

を
深

め
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r

17
2

家
庭

家
庭
基
礎

1
食
生
活

Ov
er

 T
he

 A
ir

に
保
存
し
た
資
料
を
iP

ad
で
ミ
ラ
ー

リ
ン

グ
し

て
ク
ラ
ス
で
活
用
す
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r

17
3

家
庭

家
庭
基
礎

1
衣
生
活

フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
問
題
を
提
議
し
て
い
る

動
画

を
見

る
動

画
を

見
る

S
a
f
a
r
i

17
4

家
庭

家
庭
基
礎

1
衣
生
活

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用
し
て
、
TP

Oに
応
じ
た
服
装
に

つ
い

て
ク

イ
ズ
に
答
え
知
識
を
身
に
つ
け
る

iP
ad

に
よ

る
画

像
の

投
影

デ
ジ

タ
ル

教
科

書

17
5

家
庭

家
庭
基
礎

1
食
生
活

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用
し
て
、
食
肉
の
部
位
に
つ

い
て

挿
画

を
見
て
理
解
を
深
め
る

iP
ad

に
よ

る
画

像
の

投
影

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
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授
業
実
践
事
例
一
覧
】

17
6

家
庭

家
庭
基
礎

1
食
生
活
　
－
調
理

の
基
本
－

手
の
洗
い
方
を
確
認
す
る
実
験
の
結
果
を
写
真
に
と

り
、

共
有

す
る

カ
メ

ラ

17
7

家
庭

家
庭
基
礎

1
食
生
活
　
－
調
理

の
基
本
－

手
洗
い
の
方
法
の
ま
と
め
と
し
て
、
動
画
を
調
理
室

で
見

る
カ

メ
ラ

17
8

家
庭

家
庭
基
礎

1
食
生
活
　
－
調
理

実
習
－

時
間
内
に
観
察
で
き
な
か
っ
た
パ
ン
生
地
の
発
酵
の

様
子

を
記

録
し
、
提
示
す
る

カ
メ

ラ

17
9

家
庭

家
庭
基
礎

1
消
費
生
活
を
考
え

る
「
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
」
を
選
択
す
る
力
に
つ
い
て

、
情

報
活

用
能
力
を
主
に
身
近
な
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
考

え
る

た
め

、
iP

ad
を
使
用

検
索

S
a
f
a
r
i

18
0

家
庭

家
庭
基
礎

1
被
服
、
衣
生
活
「

手
入
れ
と
保
管
～
手
縫
い

の
基
礎
～
」

基
礎
縫
い
の
動
画
を
数
種
類
入
れ
、
必
要
に
応
じ
て

、
自

分
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
実
技
を
行
っ
た

動
画

S
a
f
a
r
i

18
1

家
庭

家
庭
基
礎

1
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
食
生
活
を
つ
く

る
」
「
住
生
活
を

つ
く
る
」

iP
ad

で
の
情
報
検
索
を
行
い
、
実
習
や
成
果
発
表
の

準
備

を
図

っ
た

検
索

S
a
f
a
r
i

18
2

家
庭

家
庭
基
礎

1
住
居

３
０
年
後
の
住
居
の
設
計
を
し
、
各
部
屋
の
間
取
り

を
考

え
る

検
索

,ワ
ー

ド
I
E

18
3

家
庭

家
庭
総
合

1
全
分
野
に
て

調
理
や
作
品
作
製
の
手
順
な
ど
の
提
示

撮
影

,鑑
賞

等
カ

メ
ラ

な
ど

18
4

家
庭

家
庭
総
合

1
住
生
活

授
業
で
学
習
し
た
平
面
表
示
記
号
に
つ
い
て
、
知
識

の
定

着
を

は
か
る

快
適
な
住
生
活
を
考
え
る
た
め
「
平
面
計
画
ツ
ー
ル

」
を

利
用

し
て
行
う

平
面

計
画

平
面

計
画

ソ
フ

ト

18
5

家
庭

生
活
産
業
基
礎

1
生
活
に
対
応
し
た

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

ピ
ザ
や
鳥
取
の
特
産
物
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る

検
索

S
a
f
a
r
i

18
6

家
庭

生
活
産
業
基
礎

1
生
活
に
対
応
し
た

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

模
擬
商
品
開
発
で
班
別
で
調
べ
学
習
や
学
習
の
ま
と

め
、

発
表

に
使
用

検
索

,カ
メ

ラ
撮

影
S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

18
7

家
庭

生
活
文
化

1
住
生
活
と
文
化

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
学
習
で
生
徒
の
作

品
を

カ
メ

ラ
で
写
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
紹
介
し
た

18
8

家
庭

生
活
文
化

1
住
生
活
と
文
化

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
の
学
習
の
中

で
、

色
覚

特
性
の
方
の
見
え
方
の
体
験
を
行
っ
た

色
の

シ
ュ

ミ
レ

ー
タ

ー

18
9

家
庭

課
題
研
究

2
研
究
活
動

生
徒
が
Sa

fa
ri

で
実
物
画
像
を
検
索
し
、
そ
れ
を
元
に

イ
ラ

ス
ト
・
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た

３
人

で
１

台
使

用
S
a
f
a
r
i

19
0

家
庭

課
題
研
究

2
研
究
活
動

撮
影
し
た
動
画
を
生
徒
に
見
せ
て
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
の

演
技

指
導

に
活
用

撮
影

カ
メ

ラ
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教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
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活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
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校
タ
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レ
ッ
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末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

19
1

家
庭

子
ど
も
と
発
達

と
保
育

2
子
ど
も
の
発
育

Ov
er

 T
he

 A
ir

を
使
い
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
理
解

を
深

め
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r

19
2

家
庭

子
ど
も
文
化

2
保
育
技
術
検
定
実

技
指
導

動
画
を
撮
影
し
、
各
自
で
自
分
の
動
き
を
確
認
す
る

撮
影

カ
メ

ラ

19
3

家
庭

子
ど
も
文
化

2
遊
び
と
伝
承

日
本
の
伝
承
遊
び
に
つ
い
て
ジ
グ
ソ
ー
活
動
を
行
い

、
伝

承
遊

び
と
通
じ
て
子
ど
も
が
ど
う
育
っ
て
い
く
の
か
を
ま
と

め
、

各
グ

ル
ー
プ
の
意
見
を
共
有
す
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r

19
4

家
庭

食
品

2
食
品
の
加
工
及
び

貯
蔵

食
品
の
加
工
品
に
つ
い
て
検
索
し
た

検
索

S
a
f
a
r
i

19
5

家
庭

食
文
化

2
食
文
化
の
伝
承
と

創
造

日
本
や
世
界
の
食
文
化
に
つ
い
て
調
べ
学
習
を
し
て

発
表

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r

19
6

家
庭

生
活
と
福
祉

2
Ov

er
 T

he
 A

ir
を
使
い
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
理
解

を
深

め
る

実
習
の
際
動
画
を
見
な
が
ら
、
動
き
の
確
認
を
す
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r

19
7

家
庭

生
活
と
福
祉

2
シ
ー
ツ
交
換
・
着

衣
交
換

実
技
を
師
範
す
る
際
に
教
員
の
手
元
を
カ
メ
ラ
で
写

し
見

せ
る

撮
影

カ
メ

ラ

19
8

家
庭

生
活
と
福
祉

2
シ
ニ
ア
体
験

教
員
の
師
範
を
生
徒
が
撮
影
し
見
る

撮
影

カ
メ

ラ

19
9

家
庭

発
達
と
保
育

2
こ
ど
も
の
お
も
ち

ゃ
お
手
玉
の
縫
い
方
を
動
画
を
見
て
確
認

動
画

を
見

る
S
a
f
a
r
i

20
0

家
庭

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

造
形

2
和
服
の
製
作
(じ

ん
べ
い
）

作
業
手
順
の
画
像
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
表
示
さ
せ

、
各

自
確

認
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る

画
像

ス
ラ

イ
ド

シ
ョ

ー
Q
R
コ

ー
ド

読
み

取
り

ア
プ

リ

20
1

家
庭

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

造
形
基
礎

2
縫
製
の
基
礎

ポ
ー
チ
制
作
に
よ
り
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
つ
け
、
様
々
な

縫
い

方
を

確
認
す
る
た
め
、
作
り
方
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
見
な

が
ら

制
作

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t
,
D
o
c
u
m
e
n

t
s

20
2

家
庭

フ
ー
ド
デ
ザ
イ

ン
2

調
理
の
基
本

調
理
方
法
に
つ
い
て
事
前
に
撮
影
し
た
動
画
を
見
せ

る
動

画
を

見
る

カ
メ

ラ

20
3

家
庭

フ
ー
ド
デ
ザ
イ

ン
2

食
事
テ
ー
マ
の
設

定
と
献
立

課
題
で
生
徒
が
自
宅
で
作
っ
た
料
理
を
ス
マ
ホ
で
撮

影
し

て
き

た
も
の
を
、
全
員
で
共
有
し
発
表

画
像

撮
影

カ
メ

ラ

20
4

家
庭

フ
ー
ド
デ
ザ
イ

ン
2

夏
休
み
課
題
の
レ
ポ
ー
ト
の
各
写
真
を
iP

ad
を
利
用

し
、

掲
示

し
発
表
し
た

20
5

家
庭

フ
ー
ド
デ
ザ
イ

ン
2

調
理
実
習

iP
ad

で
レ
シ
ピ
を
調
べ
、
献
立
を
考
え
調
理
実
習
に

活
か

す
検

索
S
a
f
a
r
i
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授
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践
事
例
一
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20
6

家
庭

フ
ー
ド
デ
ザ
イ

ン
2

調
理
実
習

実
習
の
事
前
学
習
や
献
立
作
成
を
行
う

検
索

S
a
f
a
r
i

20
7

家
庭

栄
養

3
栄
養
と
調
理

栄
養
に
つ
い
て
調
べ
、
献
立
を
た
て
実
習
で
活
用
す

る
お
せ
ち
に
つ
い
て
調
べ
、
作
品
を
制
作
し
湖
陵
ﾌｪ

ｽﾀ
で

展
示

す
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r

20
8

家
庭

課
題
研
究

3
カ
メ
ラ

作
品
を
カ
メ
ラ
で
撮
る

サ
フ
ァ
リ
で
情
報
の
検
索
を
す
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r

20
9

家
庭

課
題
研
究

3
研
究
活
動

生
徒
が
sa

fa
ri

で
検
索
し
た
手
話
の
動
画
を
観
な
が
ら

、
手

話
を

覚
え
る
学
習
活
動
を
行
っ
た

１
人

が
１

台
使

用
S
a
f
a
r
i

21
0

家
庭

課
題
研
究

3
研
究
活
動

自
分
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
調
べ
学
習

検
索

S
a
f
a
r
i

21
1

家
庭

課
題
研
究

3
さ
を
り
織
り

糸
の
か
け
方
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
自
分
で
演

習
動

画
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト

21
2

家
庭

課
題
研
究

3
研
究
・
調
査

自
分
の
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
書
籍
と
と
も
に
iP

ad
も

利
用

し
て
検
索

検
索

S
a
f
a
r
i

21
3

家
庭

子
ど
も
の
保
育

技
術

3
保
育
技
術
検
定
実

技
指
導

動
画
を
撮
影
し
、
各
自
で
自
分
の
動
き
を
確
認
す
る

撮
影

カ
メ

ラ

21
4

家
庭

子
ど
も
文
化

3
歌
・
手
あ
そ
び

子
ど
も
歌
や
手
あ
そ
び
の
仕
方
を
知
る
た
め
に
検
索

し
て

、
動

画
を
表
示
し
練
習
す
る

検
索

,動
画

視
聴

S
a
f
a
r
i
,
ビ

デ
オ

21
5

家
庭

食
文
化

3
調
理
実
習

実
習
の
事
前
学
習
や
献
立
作
成
を
行
う

検
索

S
a
f
a
r
i

21
6

家
庭

生
活
と
福
祉

3
生
活
援
助
と
介
助

の
実
習

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
を
考
え
る
材
料
と
し
て

iP
ad

を
使

用
し
て
検
索
し
た

検
索

S
a
f
a
r
i

21
7

家
庭

生
活
と
福
祉

3
介
護
・
看
護
の
実

習
と
生
活
支
援

福
祉
施
設
の
実
習
で
行
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
計

画
す

る
検

索
S
a
f
a
r
i

21
8

家
庭

生
活
文
化

3
鳥
取
の
郷
土
文
化

協
同
学
習
な
ど
で
、
各
グ
ル
ー
プ
で
書
い
た
も
の
を

カ
メ

ラ
で

iP
ad

に
取
り
込
み
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
共
有
や
、
意

見
の

発
表

な
ど
に
使
用

検
索

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r

21
9

家
庭

総
合
調
理

3
総
合
調
理
（
ミ
ツ

バ
チ
亭
）

栄
養
価
計
算
・
PO

P・
チ
ケ
ッ
ト
作
成

検
索

,計
算

S
a
f
a
r
i
等

22
0

家
庭

調
理

3
各
国
の
料
理

各
国
の
料
理
に
つ
い
て
調
べ
、
カ
メ
ラ
機
能
で
撮
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し
、
発
表
説
明
す
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r
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22
1

家
庭

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
3

Ov
er

 T
he

 A
ir

を
使
い
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
理
解

を
深

め
る

サ
フ
ァ
リ
で
情
報
の
検
索
を
す
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r

22
2

家
庭

フ
ー
ド
デ
ザ
イ

ン
3

目
的
別
献
立
と
調

理
こ
り
ょ
っ
ピ
弁
当
の
カ
ロ
リ
ー
計
算
、
実
習
の
写
真

を
見

て
ﾌｪ

ｽﾀ
当
日
の
効
率
的
な
作
業
手
順
を
考
え
る

検
索

,ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r

22
3

家
庭

服
飾
文
化

3
服
飾
文
化
を
学
ぶ

目
的
と
意
義

（
衣
服
の
起
源
）

民
族
衣
装
の
写
真
集
、
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
（

民
族

主
義

）
の
資
料
を
カ
メ
ラ
で
写
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
見

せ
た

22
4

家
庭

子
ど
も
文
化

3,
4

紙
芝
居

紙
芝
居
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
サ
イ
ト
を
検
索
し

て
、

内
容

や
絵
を
見
た
り
、
効
果
的
な
読
み
方
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
し

た
検

索

22
5

農
業

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ

イ
ン
Ⅰ

1
製
図
基
礎

ト
レ
ー
ス
技
能
検
定
試
験
３
級
理
論
試
験
問
題
を
ス

ク
リ

ー
ン

に
投
影
し
、
答
え
合
わ
せ
や
根
拠
を
生
徒
が
発
表
し
て

学
び

を
深

め
た

提
示

,発
表

な
ど

カ
メ

ラ
,
写

真
,

ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t
,
ス

ト
ッ

プ
ウ

ォ
ッ

チ

22
6

農
業

農
業
と
環
境

1
ハ
ク
サ
イ
の
栽
培

ハ
ク
サ
イ
を
圃
場
に
定
植
後
に
毎
週
生
育
調
査
（
株

の
大

き
さ

、
葉
身
、
葉
幅
）
し
た
後
、
外
葉
、
結
球
葉
の
撮
影
を

し
て

持
ち

帰
り
さ
ら
に
観
察
を
し
た

栽
培
レ
ポ
ー
ト
に
使
用
予
定

生
育

調
査

,
形

態
観

察
撮

影
な

ど
カ

メ
ラ

,
写

真

22
7

農
業

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ

イ
ン
Ⅰ

1
基
礎
学
力

国
語
、
数
学
、
英
語
の
基
礎
学
力
定
着
の
学
習
で
、

ス
ク

リ
ー

ン
に
問
題
を
投
影
し
、
答
え
や
根
拠
を
書
き
込
み
全
体

で
情

報
を

共
有
し
た

提
示

,発
表

な
ど

カ
メ

ラ
,
写

真
,

ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

,
ス

ト
ッ

プ
ウ

ォ
ッ

チ

22
8

農
業

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ

イ
ン
Ⅰ

1
起
業
家
教
育

ど
ん
な
会
社
を
設
立
す
る
の
か
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

か
ら

給
料

ま
で
の
内
容
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
提

示
し

て
発

表
し
た

提
示

,発
表

な
ど

カ
メ

ラ
,
写

真
,

ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t
,
ス

ト
ッ

プ
ウ

ォ
ッ

チ

22
9

農
業

地
域
基
礎

1
単
元
全
般

地
域
を
見
学
し
て
そ
の
報
告
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
作
り

プ
レ

ゼ
ン

す
る

写
真

,プ
レ

ゼ
ン

K
e
y
n
o
t
e

23
0

農
業

地
域
基
礎

1
単
元
全
般

地
元
智
頭
町
の
魅
力
を
多
角
的
に
注
目
し
、
2・

3年
生

の
課

題
研

究
の
題
材
に
活
用
す
る

検
索

S
a
f
a
r
i

23
1

農
業

地
域
基
礎

1
単
元
全
般

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
写
真
を
撮
り
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料

作
り

、
発

表
ま
で

写
真

撮
影

・
検

索
・

デ
ー

タ
処

理
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
づ

く
り

S
a
f
a
r
i

23
2

農
業

地
域
基
礎

1
単
元
全
般

資
料
検
索
、
プ
レ
ゼ
ン
作
成

検
索

・
ま

と
め

k
e
y
n
o
t
e
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

23
3

農
業

農
業
と
環
境

1
環
境
保
全

耕
作
放
棄
地
の
対
策
を
考
え
る

検
索

,文
書

作
成

23
4

農
業

野
菜

2
雑
草
の
観
察

iP
ad

内
の
雑
草
画
像
を
元
に
屋
外
で
雑
草
を
鑑
定

提
示

等
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r

23
5

農
業

野
菜

2
野
菜
の
病
害
虫

画
像
を
提
示
し
て
説
明

提
示

等
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r

23
6

農
業

野
菜

2
野
菜
の
病
害
虫
の

小
テ
ス
ト

画
像
を
提
示
し
て
実
物
鑑
定
小
テ
ス
ト

提
示

等
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r

23
7

農
業

植
物
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー

2
組
織
培
養

植
物
体
の
培
養
状
況

提
示

等
s
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

O
v
e
r
T
h
e
A
i
r

23
8

農
業

環
境
緑
化
材
料

2
環
境
緑
化
材
料
　

植
物
・
石
材
な
ど

教
材
を
Ov

er
 T

he
 A

ir
か
ら
読
み
込
み
、
提
示
し
授

業
を

展
開

し
た ま
た
、
庭
園
の
動
画
や
写
真
を
生
徒
へ
紹
介
し
た

ま
た
、
野
外
へ
で
て
樹
木
の
写
真
を
撮
り
、
樹
木
の

名
前

を
調

べ
る
こ
と
で
簡
単
な
樹
木
図
鑑
を
作
成
し
た
り
し
た

提
示

,検
索

,
発

表
な

ど

カ
メ

ラ
,
写

真
,

ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t
,
S
a
f
a
r
i
,

ス
ト

ッ
プ

ウ
ォ

ッ
チ

23
9

農
業

植
物
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー

2
培
養
・
培
地

培
地
に
入
れ
る
寒
天
に
つ
い
て

生
育

調
査

,
形

態
観

察
撮

影
な

ど
カ

メ
ラ

,
写

真

24
0

農
業

野
菜

2
野
菜
の
育
苗

育
苗
土
の
特
徴
や
形
態
を
撮
影
し
、
そ
の
名
前
を
鑑

定
し

プ
レ

ゼ
ン
す
る

撮
影

,プ
レ

ゼ
ン

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r

24
1

農
業

野
菜

2
安
全
・
安
心
な
野

菜
栽
培

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
に
関
し
、
本
校
農

場
に

潜
む

リ
ス
ク
を
撮
影
し
、
そ
の
理
由
と
改
善
策
を
プ
レ
ゼ
ン

す
る

撮
影

,プ
レ

ゼ
ン

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r

24
2

農
業

環
境
緑
化
材
料

2
環
境
緑
化
材
料
　

植
物
・
石
材
な
ど

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
教
材
を
提
示
し
授
業
を
展

開
し

た
ま
た
、
植
物
の
多
様
性
と
未
来
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
で

検
索
、
Ke

yn
ot

eに
ま
と
め
、
発
表
を
行
っ
た

樹
木
の
写
真
を
撮
影
し
、
Sk

it
ch

を
用
い
て
編
集
し
て

樹
木

の
特

徴
な
ど
を
他
の
生
徒
へ
発
表
し
た

提
示

,検
索

,
発

表
な

ど

カ
メ

ラ
,
写

真
,

ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

,
K
e
y
n
o
t
e
,
S
k

i
c
t
h
,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t
,
S
a
f
a
r
i
,

ス
ト

ッ
プ

ウ
ォ

ッ
チ

24
3

農
業

林
産
物
利
用

2
木
材
の
き
ず

木
材
の
き
ず
（
欠
点
）
に
つ
い
て
そ
の
種
類
と
特
徴

等
に

つ
い

て
資
料
に
ま
と
め
配
布
・
解
説
す
る

検
索

,ま
と

め
I
E
,
W
o
r
d

24
4

農
業

園
芸
福
祉
活
動

実
践

2
単
元
全
般

活
動
の
記
録
と
し
て
カ
メ
ラ

写
真

撮
影

カ
メ

ラ

24
5

農
業

総
合
実
習

2
単
元
全
般

活
動
の
記
録
と
し
て
カ
メ
ラ

写
真

撮
影

カ
メ

ラ
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

24
6

農
業

畜
産

2
鶏
の
解
体
実
習

解
体
の
様
子
を
撮
影
し
、
振
り
返
り
、
実
習
ポ
イ
ン

ト
の

共
有

を
図
る

動
画

24
7

農
業

野
菜

2
果
菜
類
の
作
業
と

栽
培

接
ぎ
木
技
術
を
動
画
で
見
て
お
く
と
、
効
率
的
に
実

習
を

行
う

こ
と
が
で
き
る

動
画

24
8

農
業

微
生
物
利
用

3
細
菌
の
分
離
と
培

養
本
校
の
福
神
漬
中
の
一
般
細
菌
数
を
調
査
す
る
た
め

の
実

験
操

作
を
iP

ad
内
に
映
像
と
し
て
保
存
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
で

映
し

参
考
と
し
た

提
示

等
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r

T
h
e
 
A
i
r

24
9

農
業

環
境
制
御

3
環
境
制
御

温
室
の
制
御
方
法

Sa
fa

ri
を
用
い
温
室
制
御
と
環
境
の
監
視
の
テ
ス
ト

提
示

等
S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

,
O
v
e
r
 
T
h
e

A
i
r

25
0

農
業

課
題
研
究

3
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ー
ス
等
の
制
作

検
索

S
a
f
a
r
i

25
1

農
業

エ
ク
ス
テ
リ
ア

3
造
園
技
能
検
定
学

科
・
要
素
勉
強

過
去
問
題
に
つ
い
て
知
ら
な
い
用
語
を
調
べ
学
習
す

る
検

索
S
a
f
a
r
i

25
2

農
業

林
産
物
利
用

3
改
良
木
材
の
種
類

改
良
木
材
の
原
料
ご
と
に
製
造
さ
れ
て
い
る
改
良
木

材
の

種
類

や
特
徴
等
に
つ
い
て
資
料
に
ま
と
め
配
布
・
解
説
す
る

検
索

,ま
と

め
I
E
,
W
o
r
d

25
3

農
業

課
題
研
究

3
研
究
の
ま
と
め
と

発
表
に
向
け
て

一
年
間
の
研
究
内
容
を
ま
と
め
る

ス
ラ
イ
ド
・
発
表
原
稿
を
作
成
す
る
発
表
練
習
に
使

用

写
真

撮
影

,
ス

ラ
イ

ド
・

原
稿

作
成

,
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

練
習

W
o
r
d
,
E
x
c
e
l
,
P
o

w
e
r
 
P
o
i
n
t

25
4

農
業

畜
産

3
酪
農
「
乳
牛
の
特

性
」

乳
牛
の
成
長
の
推
移
、
飼
料
、
乳
量
を
調
査
さ
せ
て

考
え

さ
せ

る
デ

ー
タ

入
力

E
x
c
e
l
,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t

25
5

農
業

野
菜

3
生
産
物
の
流
通
と

経
営
の
改
善

「
流
通
の
仕
組
み
」
を
考
え
る
材
料
を
検
索
し
、
資

料
の

共
有

を
図
る

検
索

25
6

農
業

野
菜

3
野
菜
の
鮮
度
を
保

つ
技
術

野
菜
を
収
穫
し
て
か
ら
消
費
者
の
手
元
に
入
る
ま
で

に
、

ど
の

よ
う
に
鮮
度
を
保
持
し
た
ら
よ
い
か
、
知
識
構
成
型
ジ

グ
ソ

ー
法

を
用
い
そ
の
方
法
を
考
え
る

検
索

I
E

25
7

農
業

課
題
研
究

2,
3

単
元
全
般

研
究
レ
ポ
ー
ト
作
成

検
索

S
a
f
a
r
i

25
8

農
業

起
業
家
教
育

鳥
取
出
身
の
起
業
家
、
社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
能
力

、
一

緒
に

働
き
た
い
人
・
一
緒
に
働
き
た
く
な
い
人
な
ど
を
グ
ル

ー
プ

で
紙

に
ま
と
め
た
も
の
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
ス
ク
リ
ー
ン

に
提

示
し

て
発
表
し
た

提
示

,検
索

,
発

表
な

ど

カ
メ

ラ
,
写

真
,

ミ
ラ

ー
リ

ン
グ

,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t
,
S
a
f
a
r
i
,

ス
ト

ッ
プ

ウ
ォ

ッ
チ

25
9

工
業

建
築
構
造

1
問
わ
ず

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
、
活
用
方
法
の
確
認

タ
ブ

レ
ッ

ト
操

作
に

慣
れ

る
ペ

イ
ン

ト
,
I
E
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

26
0

工
業

工
業
技
術
基
礎

1
熱
起
電
力
の
測
定

一
つ
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
On

eD
ri

ve
で
共
有
し
て

使
い

、
班

で
手
分
け
を
し
て
測
定
し
た

デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
グ
ラ
フ
作
成
し
た

デ
ー

タ
の

記
録

と
加

工
E
x
c
e
l
,
E
x
c
e
l

O
n
l
i
n
e

26
1

工
業

情
報
技
術
基
礎

1
C言

語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

言
語
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

生
徒

個
別

に
作
成
し
た

言
語

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

C
_
m
a
c
h
i
n
e

26
2

工
業

De
si

gn
 ＆

te
ch

no
lo
gy

2
製
作
の
基
礎

動
く
木
の
お
も
ち
ゃ
を
製
作

ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ

製
作
研
究
発
表

資
料

検
索

,
プ

レ
ゼ

ン
作

成
K
e
y
n
o
t
e
,
コ

ン
パ

ス

26
3

工
業

建
築
設
備

2
問
わ
ず

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
、
活
用
方
法
の
確
認

タ
ブ

レ
ッ

ト
操

作
に

慣
れ

る
ペ

イ
ン

ト
,
I
E

26
4

工
業

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
技
術

2
IT
パ
ス
ポ
ー
ト
演

習
生
徒
の
解
答
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
収
集
・
集
計
を

行
い

、
学

習
状
況
の
把
握
に
利
用

解
答

収
集

S
a
f
a
r
i
,
W
e
b
ア

プ
リ

26
5

工
業

電
気
基
礎

2
ど
の
単
元
で
も

教
材
提
示
に
用
い
て
、
教
員
の
板
書
の
時
間
を
削
減

し
た

教
材

提
示

フ
ォ

ト
ビ

ュ
ア

ー

26
6

工
業

電
子
回
路

2
ダ
イ
オ
ー
ド

様
々
な
ダ
イ
オ
ー
ド
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

ま
と

め
、

発
表
さ
せ
た

プ
レ

ゼ
ン

P
o
w
e
r
 
P
o
i
n
t

26
7

工
業

電
子
回
路

2
安
定
化
し
た
バ
イ

ア
ス
回
路

様
々
な
バ
イ
ア
ス
回
路
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
安
定

化
を

果
た

し
て
い
る
の
か
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考
え
さ
せ
、
意
見

を
集

約
し

た
グ

ル
ー

プ
学

習
E
x
c
e
l
,
E
x
c
e
l

O
n
l
i
n
e

26
8

工
業

De
si

gn
 ＆

Te
ch

no
lo
gy

fo
r 

Pr
od
uc
t

3
製
品
に
つ
い
て
の

調
査
・
分
析
（
生
産
に
お

け
る
コ
ス
ト
や
使

い
手
の
ニ
ー
ズ
）

生
活
に
役
立
つ
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
の
製
作

ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ

製
作
研
究
発
表

資
料

検
索

,
プ

レ
ゼ

ン
作

成
K
e
y
n
o
t
e
,
コ

ン
パ

ス

26
9

工
業

課
題
研
究

3
全
般

テ
ー
マ
「
マ
イ
コ

ン
カ
ー
の
製
作
」

マ
イ
コ
ン
カ
ー
走
行
時
、
セ
ン
サ
ー
の
動
作
を
確
認

す
る

た
め

動
画
撮
影
し
て
い
る

走
行
時
、
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
一
瞬

の
動

作
な

の
で
人
間
の
目
で
は
原
因
が
究
明
で
き
な
い

そ
こ
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
セ
ン
サ
ー
の
動
作
映
像
を

拡
大

し
な

が
ら
ス
ロ
ー
再
生
が
手
軽
に
で
き
る
の
で
、
な
く
て
は

な
ら

な
い

必
須
ア
イ
テ
ム
で
あ
る

動
画

撮
影

27
0

工
業

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
技
術

3
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

SQ
Lに

つ
い
て
個
別
に
学
習
し
、
進
捗
状
況
を
Ex

ce
l 
On

li
ne

で
把

握
し
つ
つ
、
進
度
の
遅
い
生
徒
に
は
進
度
の
速
い
生

徒
が

つ
い

て
学
び
合
い
を
さ
せ
た

個
別

・
協

働
学

習
言

語
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
Z
E
N
_
S
Q
L
,
E
x
c
e
l

O
n
l
i
n
e

27
1

工
業

実
習

3
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技

術
IP

ア
ド
レ
ス
の
設
定
実
習
・
無
線
通
信
の
設
定
実
習
の

端
末

機
器

と
し
て
使
用

端
末

と
し

て
利

用

27
2

工
業

通
信
技
術

3
ど
の
単
元
で
も

単
元
で
学
習
し
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
、
発

表
さ

せ
た

。
プ

レ
ゼ

ン
P
o
w
e
r
 
P
o
i
n
t

27
3

工
業

電
子
計
測
制
御

3
全
般

教
科
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
と
め
、
プ
レ
ゼ
ン
す
る

プ
レ

ゼ
ン

K
e
y
n
o
t
e
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

27
4

工
業

電
力
技
術

3
原
子
力
発
電

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
、
教
科
書
以
外
の
こ
と
を
し

っ
か

り
調

べ
る

検
索

,発
表

27
5

商
業

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎

1
４
章
　
企
業
活
動

の
基
礎

株
式
会
社
の
理
解
の
一
環
と
し
て
株
価
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
を

利
用

し
て
調
べ
さ
せ
結
果
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
す
る
。

検
索

E
d
g
e

27
6

商
業

簿
記

1
全
般

演
習
問
題
の
解
答
・
解
説

投
影

カ
メ

ラ

27
7

商
業

課
題
研
究

2
鳥
商
デ
パ
ー
ト
で
利
用
す
る
レ
ジ
ア
プ
リ
を
入
れ
、

使
用

法
に

つ
い
て
の
学
習
と
取
扱
説
明
の
作
成
及
び
実
践

会
計

処
理

p
i
p
i
r
e

27
8

商
業

原
価
計
算

2
全
般

演
習
問
題
の
解
答
・
解
説

投
影

カ
メ

ラ

27
9

商
業

財
務
会
計

2
全
般

演
習
問
題
の
解
答
・
解
説

投
影

カ
メ

ラ

28
0

商
業

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎

2
経
済
成
長
と
景
気

循
環

昭
和
３
０
年
代
の
日
本
経
済
に
つ
い
て
調
べ
る

検
索

I
E

28
1

商
業

ビ
ジ
ネ
ス
情
報

2
表
計
算
ソ
フ
ト
の

活
用

表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
目
的
の
処
理
を
行
う
た
め

に
、

ど
の

よ
う
な
関
数
が
適
切
か
を
考
察

意
見

集
約

c
l
i
c
a

28
2

商
業

課
題
研
究

3
く
ら
そ
う
や

商
品
開
発
、
商
品
陳
列

検
索

写
真

28
3

商
業

課
題
研
究

3
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
く
ら
そ
う
や

仕
入
商
品
選
定

検
索

S
a
f
a
r
i

28
4

商
業

広
告
と
販
売
促

進
3

広
告
の
種
類

図
書
室
に
あ
る
雑
誌
を
使
い
、
雑
誌
広
告
の
分
析
を

し
た

。
そ

の
と
き
、
iP

ad
を
使
い
詳
細
を
調
べ
た
り
ま
と
め
を
し

た
り

し
た

検
索

S
a
f
a
r
i

28
5

商
業

総
合
実
践

3
日
野
高
シ
ョ
ッ
プ

販
売
実
習

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
に
レ
ジ
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
レ

ジ
の

打
ち

方
を
練
習
し
た

レ
ジ

ス
タ

ー
A
i
r
 
R
E
G
I

28
6

商
業

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

3
青
谷
高
校
を
紹
介

す
る
ポ
ス
タ
ー
作
成

青
谷
高
校
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
あ
た
り
、

画
像

を
撮

影
、
そ
れ
を
Ｐ
Ｃ
に
て
編
集
し
た

画
像

撮
影

カ
メ

ラ

28
7

水
産

課
題
研
究

3
研
究
活
動

課
題
研
究
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
学
習
を
行
う

検
索

S
a
f
a
r
i

28
8

水
産

課
題
研
究

3
研
究
活
動

ヒ
ト
デ
や
ヤ
ド
カ
リ
の
摂
餌
や
移
動
等
の
生
態
を
録

画
し

観
察

す
る

動
画

撮
影

ビ
デ

オ

28
9

水
産

課
題
研
究

3
研
究
活
動

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
際
、
タ
イ
ム
ラ
プ
ス

に
よ

り
準

備
、
イ
ベ
ン
ト
中
、
片
付
け
を
撮
影
し
た
。
参
加
人

数
や

時
間

帯
に
よ
る
参
加
者
の
増
減
を
分
析
し
た

動
画

撮
影

タ
イ

ム
ラ

プ
ス
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

29
0

情
報

情
報
の
表
現
と

管
理

1
情
報
の
表
現
技
法

、
情
報
の
発
信

学
習
内
容
に
つ
い
て
、
発
表
資
料
を
ま
と
め
る
、
発

表
す

る
、

レ
ポ
ー
ト
提
出

プ
レ

ゼ
ン

,
課

題
提

出
等

P
a
g
e
s
,
K
e
y
n
o
t
e

,
O
v
e
r
 
T
h
e
 
A
i
r

29
1

情
報

社
会
と
情
報

1
情
報
の
検
索

鳥
取
県
高
校
生
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
に
あ
た

り
、

iP
ad

を
利
用
し
て
検
索
し
た

検
索

S
a
f
a
r
i

29
2

情
報

社
会
と
情
報

1
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ

ル
表
現

紙
に
表
現
さ
せ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
画
を
デ
ィ
ジ
タ

ル
ツ

ー
ル

に
よ
り
同
様
に
入
力
し
、
表
現
さ
せ
る

画
像

の
処

理
,
デ

ザ
イ

ン
S
k
e
t
c
h

29
3

情
報

社
会
と
情
報

1
「
情
報
社
会
の
課

題
を
見
つ
け
る
」

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
収
集
し
た
情
報
を
活
用
し
、
中

学
生

の
体

験
入
学
で
上
映
す
る
学
校
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
作

成
す

る
カ

メ
ラ

機
能

カ
メ

ラ

29
4

情
報

社
会
と
情
報

1
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

校
内
サ
ー
バ
を
外
部
サ
ー
バ
と
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
を

用
い

て
デ
ー
タ
共
有
や
デ
ー
タ
の
送
受
信
を
行
う

無
線

LA
N
で

の
デ

ー
タ

の
送

受
信

D
S
 
F
i
l
e

29
5

情
報

社
会
と
情
報

1
問
題
解
決

学
校
施
設
の
問
題
点
を
改
善
す
る
こ
と
か
ら
、
問
題

解
決

に
至

る
情
報
収
集
、
分
析
、
解
決
案
の
作
成
と
プ
レ
ゼ
ン
を

行
う

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
は
施
設
の
問
題
点
を
撮
影
し
、
グ
ル

ー
プ

で
協

議
す
る
資
料
の
共
有
と
プ
レ
ゼ
ン
用
の
画
像
と
し
て
利

用
す

る

画
像

撮
影

,
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

カ
メ

ラ
,
P
o
w
e
r

P
o
i
n
t

29
6

情
報

情
報

1
情
報
の
表
現
と
伝

達

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
資
料
作
成
に
必
要
な
情
報

の
収

集
し

、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入

後
日
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
作
成
時
に
活
用
す
る

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入
お
よ
び
進
捗
状
況
を
、
タ
ブ

レ
ッ

ト
型

端
末
の
カ
メ
ラ
機
能
を
用
い
て
撮
影
し
、
指
定
さ
れ
た

共
有

フ
ォ

ル
ダ
に
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る

検
索

,静
止

画
撮

影
I
E
,
カ

メ
ラ

29
7

情
報

情
報
産
業
と
社

会
1

情
報
に
関
す
る
法

規
資
料
の
提
示
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ツ
ー
ル
、
単
元
内

容
の

確
認

小
テ
ス
ト
な
ど

意
見

交
換

,
課

題
提

出
,W

eb
テ

ス
ト

機
能

等

A
C

F
l
i
p
,
C
l
a
s
s
i
,
O

v
e
r
 
T
h
e
 
A
i
r

29
8

情
報

情
報
と
社
会

1
デ
ィ
ジ
タ
ル
情
報

と
情
報
の
活
用

画
像
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
表
現
と
し
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ペ

イ
ン

テ
ィ

ン
グ
ソ
フ
ト
で
作
成
し
、
読
み
取
ら
せ
る

QR
コ

ー
ド

・
リ

ー
ダ

Q
R
コ

ー
ド

・
リ

ー
ダ

29
9

情
報

情
報
と
問
題
解

決
1

流
れ
図
、
C言

語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

作
成
資
料
の
提
示
、
共
有

流
れ
図
に
直
接
コ
メ
ン
ト
を
入
力
し
て
活
用

資
料

提
示

カ
メ

ラ
,
C
l
a
s
s
i

30
0

情
報

情
報
の
科
学

1
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

ソ
ー
ト
（
並
べ
替
え
）
の
種
類
を
動
画
撮
影
し
、
ソ

ー
ト

の
法

則
を
班
で
話
し
合
い
見
つ
け
出
す

そ
の
の
ち
、
班
員
を
入
れ
替
え
て
動
画
の
説
明
を
行

う
動

画
ビ

デ
オ

30
1

情
報

シ
ス
テ
ム
開
発

の
演
習

2
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

学
習
内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
た
め
に
Cl

as
si

の
グ

ル
ー

プ
機
能
を
活
用

教
材
提
示
、
意
見
発
表

資
料

提
示

,
プ

レ
ゼ

ン
,

グ
ル

ー
プ

学
習

C
l
a
s
s
i

30
2

情
報

表
現
メ
デ
ィ
ア

の
編
集
と
表
現

2
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
検
定
対
策

検
定
の
学
習
内
容
の
確
認
に
Cl

as
si

の
We

bテ
ス
ト
機

能
を

活
用

毎
時
間
授
業
の
初
め
に
５
問
程
度
の
問
題
を
行
う

We
bテ

ス
ト

機
能

C
l
a
s
s
i
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

30
3

情
報

We
bデ

ザ
イ
ン

3
見
や
す
い
We

bペ
ー
ジ
に
つ
い
て
調
査
、
意
見
交
換
、
発

表
を

行
う

検
索

ロ
イ

ロ
ノ

ー
ト

,
S
a
f
a
r
i

30
4

情
報

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

と
プ
ロ
グ
ラ
ム

3
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
品

制
作

自
分
た
ち
の
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
品
に
関
し
て
説

明
と

相
互

評
価
を
行
う
た
め
に
Cl

as
si

の
グ
ル
ー
プ
機
能
を
活
用

相
互

評
価

C
l
a
s
s
i

30
5

情
報

課
題
研
究

3
iP
ad
用
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
開
発

Xc
od

eを
使
っ
て
作
成
し
た
デ
ィ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
の
動

作
確

認
を

行
う
た
め
に
iP

ad
を
使
用

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

X
c
o
d
e

30
6

情
報

課
題
研
究

3
3D
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作

制
作
し
た
３
Ｄ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
曲
に
合
わ
せ
て
踊

る
様

子
を

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
そ
の
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン

に
使

用
プ

レ
ゼ

ン
K
e
y
n
o
t
e
,
カ

メ
ラ

30
7

情
報

課
題
研
究

3
地
域
で
活
躍
す
る

お
店
を
取
材

地
域
で
活
躍
す
る
お
店
を
取
材
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

動
画

を
撮

影
、
編
集
を
行
う

ま
た
、
お
店
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
制
作
等
を
行
う

動
画

撮
影

,
編

集
,
グ

ル
ー

プ
連

絡
ツ

ー
ル

C
l
a
s
s
i
,
カ

メ
ラ

,
i
M
o
v
i
e

30
8

情
報

課
題
研
究

3
「
か
ろ
い
ち
」
と

の
コ
ラ
ボ
事
業

「
か
ろ
い
ち
」
に
置
い
て
も
ら
う
「
旬
の
魚
を
使
っ

た
料

理
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
制
作
す
る
た
め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動

画
や

料
理

工
程
の
撮
影
用
と
し
て
iP

ad
を
活
用
し
た

写
真

,動
画

撮
影

カ
メ

ラ

30
9

情
報

情
報
コ
ン
テ
ン

ツ
実
習

3
動
画
編
集

PC
で
制
作
し
た
動
画
を
動
画
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
書
き
出

し
、

そ
の

動
画
の
閲
覧
確
認
用
と
し
て
iP

ad
を
使
用

動
画

閲
覧

O
v
e
r
 
T
h
e
 
A
i
r

31
0

情
報

情
報
デ
ザ
イ
ン

3
校
内
用
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
、
図
書
室
看
板
制
作

校
内
の
様
々
な
場
所
を
表
記
す
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を

Ｐ
Ｃ

で
制

作
し
、
作
品
を
実
際
に
仮
止
め
し
た
状
態
で
写
真
を
撮

る
そ
の
写
真
を
使
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
掲
示
イ
メ

ー
ジ

を
共

有
し
、
作
品
の
修
正
に
つ
な
げ
る

ま
た
、
図
書
室
看
板
制
作
で
は
、
自
分
の
作
品
を
司

書
に

提
案

す
る
際
の
プ
レ
ゼ
ン
に
iP

ad
を
活
用
し
た

写
真

撮
影

,
相

互
評

価
,

作
品

提
案

K
e
y
n
o
t
e
,
カ

メ
ラ

,
C
l
a
s
s
i

31
1

情
報

情
報
の
表
現
と

管
理

3
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

応
用

教
育
用
ド
ロ
ー
ン
を
操
作
す
る
こ
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ

で
ド

ロ
ー
ン
を
動
か
し
、
１
つ
の
作
品
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す
る

ド
ロ

ー
ン

操
作

,
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

,
撮

影
M
a
k
e
b
l
o
c
k
,
ビ

デ
オ

31
2

情
報

情
報
の
表
現
と

管
理

3
情
報
管
理

最
新
の
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
動
画
（
NH

K 
fo

r
sc

ho
ol

）
を
視
聴
し
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
こ
こ
で
ま

と
め

て
、

自
分
の
意
見
を
発
表

そ
の
中
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
掘
り
下
げ
た
い
テ
ー
マ

を
選

び
、

調
べ
、
発
表

メ
モ

,発
表

,
検

索
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト
,
S
a
f
a
r
i

31
3

情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

3
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
と
は

「
な
ぜ
イ
ン
ド
で
IC

T関
連
産
業
が
急
速
に
発
展
し
た
の

か
？

」
に

つ
い
て
、
ペ
ア
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
ジ
グ
ソ
ー
活

動
を

行
い

、
問
題
解
決
及
び
、
複
数
回
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う

導
入
と
ま
と
め
に
動
画
（
NH

K 
fo

r 
sc

ho
ol

）
の
視
聴

も
行

っ
た

メ
モ

,プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
,
動

画
視

聴
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト
,
S
a
f
a
r
i

31
4

福
祉

生
活
支
援
技
術

2
移
乗
介
助
の
ポ
イ

ン
ト

移
乗
介
助
の
ポ
イ
ン
ト
を
動
画
撮
影
し
て
共
有
化
す

る
動

画
撮

影
ビ

デ
オ
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№
教

科
科
目

学
年

単
元

授
業
内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

ア
プ

リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
授
業
実
践
事
例
一
覧
】

31
5

福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
習
基
礎

2
こ
ど
も
ま
つ
り
・
秋
の
ぽ
か
ぽ
か
コ
ン
サ
ー
ト
に
向

け
て

、
ダ

ン
ス
の
見
本
を
視
聴
し
、
練
習
す
る

動
画

視
聴

S
a
f
a
r
i

31
6

福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
習

3

な
か
よ
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
全
国
手
話
パ
フ
ォ
ー

マ
ン

ス
甲

子
園
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
出
場
に
あ
た
り
、
ダ
ン
ス
の
動

画
を

視
聴

し
た
り
練
習
し
た

ま
た
、
自
分
た
ち
の
ダ
ン
ス
動
画
を
撮
影
し
て
、
動

き
の

確
認

を
す
る

検
索

,動
画

撮
影

S
a
f
a
r
i
,
ビ

デ
オ

31
7

福
祉

介
護
総
合
実
習

3
施
設
実
習
の
事
前

準
備

実
習
策
の
施
設
に
つ
い
て
調
べ
、
そ
の
施
設
の
概
要

を
理

解
す

る
検

索
S
a
f
a
r
i

31
8

福
祉

生
活
支
援
技
術

3
介
護
事
例
演
習

事
例
に
対
す
る
声
か
け
介
助
方
法
の
検
討

動
画

撮
影

ビ
デ

オ

31
9

総
学

産
業
社
会
と
人

間
1

学
校
企
業
訪
問
事

前
準
備

学
校
企
業
訪
問
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
iP

ad
で
グ

ル
ー

プ
で

訪
問
す
る
学
校
や
企
業
の
こ
と
を
調
べ
る

検
索

S
a
f
a
r
i

32
0

総
学

総
合
的
な
学
習

の
時
間

2
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
ル

ー
プ
活
動
「
個
人
研
究
」

個
人
が
設
定
し
た
探
究
テ
ー
マ
に
係
る
理
解
を
深
め

る
材

料
と

し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
利
用
し
て
検
索
し
、
情

報
を

収
集

す
る

ネ
ッ

ト
検

索
S
a
f
a
r
i

32
1

総
学

課
題
研
究

3
探
究
活
動

地
域
の
山
林
内
に
お
け
る
植
生
を
撮
影
し
、
調
査
記

録
、

プ
レ

ゼ
ン
の
資
料
と
し
て
活
用
し
た

写
真

撮
影

,
資

料
編

集
カ

メ
ラ

32
2

総
学

総
合
的
な
学
習

の
時
間

は
す
わ
ら
ク
ラ
ブ
（
折
り
紙
）
で
、
折
り
紙
の
折
り

方
を

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

検
索

S
a
f
a
r
i

32
3

総
学

総
合
的
な
学
習

の
時
間

グ
ロ
ー
カ
ル
事
業

撮
影

,録
音

等

32
4

課
題

研
究

2
撮

影
,検

索
カ

メ
ラ

,
S
a
f
a
r
i

32
5

理
数

理
数
工
学
探
究

2
物
理
「
力
と
運
動

」
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
と
と
も
に
落
下
運
動
や
振
り
子

の
運

動
を

撮
影
し
、
精
度
良
く
計
測
し
た
時
間
を
用
い
て
重
力
加

速
度

の
大

き
さ
を
求
め
る
。

動
画

撮
影

カ
メ

ラ

32
6

学
校

設
定

科
目

青
谷
学

2
各
テ
ー
マ
９
つ

各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
iP

ad
を
利
用
し
検
索
し
ま
と
め

た
。

現
地

で
興
味
関
心
の
あ
る
場
所
を
撮
り
、
発
表
資
料
に
利
用

し
た

検
索

,画
像

撮
影

S
a
f
a
r
i
,
カ

メ
ラ

32
7

全
科

目
全

教
室
用
PC

の
代
用
と
し
て

資
料

の
提

示
A
c
r
o
b
a
t
な

ど
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№
活

動
場
面

活
動

時
間

活
動
場
所

活
動
内
容

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

ア
プ
リ
等

1
特

別
活

動
Ｌ

Ｈ
Ｒ

図
書
館

郷
土
に
関
す
る
事
柄
を
調
べ
、
郷
土
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
た
（
鳥

取
県
高
校
生
ク
イ
ズ
）

検
索

Sa
fa
ri

2
特

別
活

動
Ｌ

Ｈ
Ｒ

2G
教
室

研
修
旅
行
Ｌ
Ｈ
Ｒ

京
都
で
の
自
由
散
策
時
に
各
班
が
見
学
す
る
場
所
を
事
前
に
調
べ
た

検
索

Sa
fa
ri

3
特

別
活

動
Ｌ

Ｈ
Ｒ

教
室

デ
ー
タ
を
撮
影
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
投
影

ミ
ラ
ー
リ
ン
グ

カ
メ
ラ

4
特

別
活

動
Ｌ

Ｈ
Ｒ

教
室

性
教
育
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
ス
ラ
イ
ド
を
生
徒
へ
提
示
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

Ov
er
 T
he
 A
ir

5
特

別
活

動
Ｌ

Ｈ
Ｒ

教
室

生
徒
同
士
、
動
画
撮
影
を
行
い
動
画
編
集
を
し
、
学
校
祭
で
使
う

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

6
特

別
活

動
Ｌ

Ｈ
Ｒ

校
内

ク
ラ
ス
ア
ル
バ
ム
の
制
作

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

7
特

別
活

動
Ｌ

Ｈ
Ｒ

校
内

学
校
祭
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
た
め
の
動
画
撮
影
を
行
う

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

8
特

別
活

動
Ｌ

Ｈ
Ｒ

校
外

球
技
大
会
で
の
活
動
を
静
止
画
と
し
て
記
録
す
る

カ
メ
ラ

カ
メ
ラ

9
特

別
活

動
Ｌ

Ｈ
Ｒ

教
室

面
接
練
習
の
様
子
を
動
画
で
撮
影
し
、
面
接
対
策
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

10
特

別
活

動
人

権
教

育
Ｌ

Ｈ
Ｒ

教
室

班
で
話
し
合
っ
た
意
見
を
写
真
で
撮
影
し
、
そ
の
後
の
ク
ラ
ス
討
議
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
に
撮
影
し
た
内
容
を
投
影
し
て
の
授
業
展
開

写
真
撮
影

カ
メ
ラ

11
特

別
活

動
学

校
祭

校
内

活
動
写
真
を
ム
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
等
を
使
っ
て
、
生
徒
自
身
に
よ
る
振

り
返
り
ム
ー
ビ
ー
を
制
作
す
る

写
真
撮
影
,動

画
撮
影

ム
ー
ビ
ー
メ
ー

カ
ー

12
特

別
活

動
Ｓ

Ｈ
Ｒ

学
年
朝
礼
で
の
生
徒
へ
の
連
絡
事
項
を
メ
モ
す
る
の
で
は
な
く
担
任
が

カ
メ
ラ
で
撮
っ
て
生
徒
へ
連
絡
を
す
る

時
間
及
び
業
務
の
効
率
化

カ
メ
ラ

カ
メ
ラ

13
特

別
活

動
Ｓ

Ｈ
Ｒ

１
～
３
年
情
報
科

ク
ラ
ス
教
室

Ｓ
Ｈ
Ｒ
に
お
け
る
連
絡
事
項
、
掲
示
資
料
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
確
認
な
ど
に
Cl
as
si
の
校
内
グ
ル
ー
プ
機
能
を
使
用

保
護
者
も
閲
覧
可
能

連
絡
ツ
ー
ル

Cl
as
si

14
特

別
活

動
放

課
後

教
室

文
化
祭
の
ク
ラ
ス
企
画
準
備
に
あ
た
り
、
担
当
生
徒
が
服
飾
等
デ
ザ
イ

ン
を
検
討
し
た

検
索

Sa
fa
ri

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
活
動
実
践
事
例
一
覧
】
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№
活

動
場
面

活
動

時
間

活
動
場
所

活
動
内
容

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

ア
プ
リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
活
動
実
践
事
例
一
覧
】

15
部

活
動

放
課

後
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム

ピ
ッ
チ
ン
グ
・
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
フ
ォ
ー
ム
を
デ
ィ
レ
イ
を
使
い

チ
ェ
ッ
ク

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

16
部

活
動

放
課

後
英
語
選
択
教
室

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
お
題
に
つ
い
て
iP
ad
で
調
べ
さ
せ
、
知
識
を
つ
け
さ
せ

る
こ
と
に
役
立
て
た

検
索

Sa
fa
ri

17
部

活
動

放
課

後
体
育
館
、

グ
ラ
ウ
ン
ド

カ
メ
ラ
で
フ
ォ
ー
ム
の
撮
影
を
行
い
、
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
よ
う

に
意
見
交
換
、
分
析
を
行
わ
せ
て
技
術
の
向
上
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

18
部

活
動

放
課

後
各
部
活
動
場
所

フ
ォ
ー
ム
の
撮
影

試
合
中
の
動
き
の
確
認

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

19
部

活
動

放
課

後
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

プ
レ
ー
中
の
動
画
を
撮
影
し
フ
ォ
ー
ム
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
確
認
を
行
う

動
画
撮
影

コ
ー
チ
ー
ズ
ア

イ

20
部

活
動

放
課

後
小
体

基
本
打
突
を
撮
影
し
、
生
徒
の
癖
を
確
認
し
、
技
術
の
向
上
に
つ
な
げ

る
動
画
撮
影

ビ
デ
オ

21
部

活
動

放
課

後
体
育
館

試
合
の
動
画
を
撮
影

試
合
の
分
析
や
技
の
確
認
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

22
部

活
動

放
課

後
実
習
棟

小
学
生
の
こ
ど
も
た
ち
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
て

も
ら
う

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ

23
部

活
動

放
課

後
被
服
室
、
食
物
室

作
品
を
撮
影
し
、
活
動
の
記
録
と
す
る

撮
影

カ
メ
ラ

24
部

活
動

放
課

後
体
育
館

Yo
uT
ub
eか

ら
ダ
ン
ス
の
振
り
付
け
を
映
し
、
振
り
付
け
を
覚
え
る

録
画
再
生
し
て
練
習
し
た

検
索
,動

画
撮
影
等

Sa
fa
ri
、
カ
メ

ラ

25
部

活
動

放
課

後
体
育
館

生
徒
同
士
で
フ
ォ
ー
ム
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
撮
影
、
確
認
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

26
部

活
動

放
課

後
体
育
館

生
徒
同
士
で
カ
メ
ラ
で
フ
ォ
ー
ム
の
撮
影
を
行
い
、
正
し
い
フ
ォ
ー
ム

に
な
る
よ
う
に
意
見
交
換
、
分
析
を
行
わ
せ
て
技
術
の
向
上
に
活
用
し

た
動
画
撮
影

ビ
デ
オ

27
部

活
動

放
課

後
選
択
教
室
な
ど

生
徒
同
士
で
カ
メ
ラ
に
て
撮
影
を
行
い
、
意
見
交
換
、
分
析
を
行
わ
せ

て
技
術
の
向
上
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

カ
メ
ラ
な
ど

28
部

活
動

放
課

後
教
室

講
習
会
の
様
子
を
伝
え
る

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

29
部

活
動

放
課

後
美
術
室

作
品
制
作
に
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
利
用

ま
た
、
作
品
の
詳
細
部
分
に
つ
い
て
も
考
察
で
き
る
よ
う
ワ
イ
プ
機
能

を
有
効
に
活
用
し
た

撮
影
,調

査
等
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№
活

動
場
面

活
動

時
間

活
動
場
所

活
動
内
容

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

ア
プ
リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
活
動
実
践
事
例
一
覧
】

30
部

活
動

放
課

後
グ
ラ
ウ
ン
ド

フ
ォ
ー
ム
の
撮
影
を
行
い
、
点
検
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

31
部

活
動

放
課

後
体
育
館

正
し
い
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
よ
う
に
意
見
交
換

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

32
部

活
動

放
課

後
グ
ラ
ウ
ン
ド

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
ピ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
の
修
正
及
び
改
善

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

33
部

活
動

放
課

後
教
室

試
合
中
の
プ
レ
ー
を
解
説

動
画
視
聴

ビ
デ
オ

34
部

活
動

放
課

後
格
技
場
他

生
徒
同
士
で
カ
メ
ラ
で
フ
ォ
ー
ム
の
撮
影
を
行
い
、
正
し
い
フ
ォ
ー
ム

に
な
る
よ
う
に
意
見
交
換
、
分
析
を
行
わ
せ
て
技
術
の
向
上
に
活
用
し

た
動
画
撮
影

ビ
デ
オ

35
部

活
動

放
課

後
格
技
場
、
体
育
館

ゲ
ー
ム
中
を
動
画
で
撮
影
し
、
振
り
返
り
を
し
て
改
善
点
を
見
つ
け
る

た
め
に
活
用

ま
た
、
個
々
の
プ
レ
ー
で
気
に
な
る
部
分
を
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で

撮
影
し
、
マ
ー
カ
ー
等
で
印
を
つ
け
た
り
、
良
い
プ
レ
ー
が
で
き
た

人
、
フ
ォ
ー
ム
の
き
れ
い
な
人
と
比
較
し
て
改
善
に
活
用

画
像
を
練
習
ノ
ー
ト
に
添
付
す
る
事
で
活
用

動
画
撮
影
,動

画
視
聴

ビ
デ
オ
,カ

メ
ラ

36
部

活
動

放
課

後
体
育
館

自
分
の
フ
ォ
ー
ム
や
、
ゲ
ー
ム
中
で
の
こ
と
を
自
己
確
認
す
る
よ
う
に

活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

37
部

活
動

放
課

後
体
育
館

フ
ォ
ー
ム
の
確
認

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

38
部

活
動

放
課

後
体
育
館

正
し
い
フ
ォ
ー
ム
作
り
を
指
導

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

39
部

活
動

放
課

後
グ
ラ
ウ
ン
ド

部
紹
介
映
像
作
成

動
画
撮
影
,編

集
カ
メ
ラ
,i
Mo
vi
e

40
部

活
動

放
課

後
音
楽
室

生
徒
同
士
で
振
り
付
け
や
演
出
等
の
撮
影
を
行
い
、
意
見
交
換
、
分
析

を
行
わ
せ
て
、
技
術
の
向
上
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

41
部

活
動

放
課

後
大
会
議
室

生
徒
同
士
で
カ
メ
ラ
で
舞
台
練
習
の
撮
影
を
行
い
、
立
ち
居
振
る
舞
い

の
調
整
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

42
部

活
動

放
課

後
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

技
術
、
動
き
の
研
究

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

43
部

活
動

放
課

後
第
２
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
格
技
場

生
徒
の
動
き
を
撮
影
し
、
指
導
に
生
か
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ
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№
活

動
場
面

活
動

時
間

活
動
場
所

活
動
内
容

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

ア
プ
リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
活
動
実
践
事
例
一
覧
】

44
部

活
動

放
課

後
教
室

演
劇
の
演
技
の
確
認

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

45
部

活
動

放
課

後
体
育
館

フ
ォ
ー
ム
チ
ェ
ッ
ク
及
び
練
習
試
合
の
撮
影

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

46
部

活
動

放
課

後
グ
ラ
ン
ド

生
徒
同
士
で
ビ
デ
オ
で
フ
ォ
ー
ム
の
撮
影
を
行
い
、
正
し
い
フ
ォ
ー
ム

に
な
る
よ
う
分
析
し
、
技
術
の
向
上
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

47
部

活
動

放
課

後
グ
ラ
ウ
ン
ド

試
合
の
分
析
（
自
チ
ー
ム
・
相
手
チ
ー
ム
）

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

48
部

活
動

放
課

後
体
育
館

ゲ
ー
ム
の
様
子
を
撮
影
し
、
指
導
し
た
り
生
徒
同
士
で
話
し
合
わ
せ
る

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

49
部

活
動

放
課

後
体
育
館

自
己
の
フ
ォ
ー
ム
や
技
術
へ
の
主
観
的
な
感
覚
を
ビ
デ
オ
等
に
よ
る
客

観
視
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
良
点
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
活
用
し

た
動
画
撮
影

ビ
デ
オ

50
部

活
動

放
課

後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
の

あ
る
教
室

試
合
の
分
析
（
相
手
・
自
分
達
）

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

51
部

活
動

放
課

後
体
育
館

カ
メ
ラ
で
フ
ォ
ー
ム
の
確
認

技
術
向
上

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

52
部

活
動

放
課

後
体
育
館
、
グ
ラ
ン

ド
カ
メ
ラ
で
フ
ォ
ー
ム
の
撮
影
を
行
い
、
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
よ
う

に
分
析
を
行
わ
せ
て
技
術
の
向
上
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

53
部

活
動

放
課

後
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド

打
撃
フ
ォ
ー
ム
を
撮
影
し
、
フ
ォ
ー
ム
の
修
正
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

54
部

活
動

放
送

部
大
研
修
室

部
員
が
１
人
な
の
で
、
正
し
い
発
音
、
速
度
な
ど
を
確
認
し
た
り
、
部

顧
問
以
外
の
先
生
に
見
て
も
ら
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
技
術
の
向
上

に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

55
部

活
動

器
械

体
操

体
育
館

技
の
確
認

写
真
撮
影
,動

画
撮
影

カ
メ
ラ
,ビ

デ
オ

56
部

活
動

休
日

実
習
室

作
品
の
制
作
過
程
を
動
画
と
し
て
撮
影
し
た

動
画
を
見
て
、
無
駄
な
動
作
は
な
い
か
、
誤
っ
た
動
作
は
な
い
か
等
を

生
徒
に
確
認
さ
せ
て
、
技
能
の
向
上
に
役
立
て
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

57
部

活
動

休
日

校
外
体
育
館

練
習
試
合
の
様
子
を
動
画
に
と
り
、
後
で
生
徒
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
動
画
撮
影

ビ
デ
オ
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№
活

動
場
面

活
動

時
間

活
動
場
所

活
動
内
容

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

ア
プ
リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
活
動
実
践
事
例
一
覧
】

58
部

活
動

休
日

野
球
場

生
徒
の
打
撃
フ
ォ
ー
ム
の
撮
影
を
行
い
、
各
自
の
修
正
ポ
イ
ン
ト
等
を

挙
げ
て
打
撃
技
術
の
向
上
に
つ
な
げ
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

59
部

活
動

週
休

日
体
育
館

カ
メ
ラ
機
能
を
活
用
し
て
試
合
の
様
子
を
撮
影
し
、
技
術
及
び
試
合
展

開
の
分
析
を
行
っ
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

60
部

活
動

土
日

休
日

等
外
部
体
育
館

試
合
を
撮
影
し
、
分
析
を
行
い
個
々
の
技
術
力
向
上
や
チ
ー
ム
の
弱
点

補
強
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

61
部

活
動

昼
休

憩
図
書
室

部
活
動
勧
誘
を
兼
ね
て
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
生
徒
に
伝

え
た

プ
レ
ゼ
ン

Po
we
rP
oi
nt
,I
E

62
委

員
会

活
動

放
課

後
図
書
室

作
品
作
り
を
す
る
際
、
生
徒
に
参
考
と
な
る
も
の
を
検
索
さ
せ
た
り
、

見
本
と
し
て
写
真
を
提
示
し
た
り
し
た

検
索

Sa
fa
ri

63
委

員
会

活
動

学
校

祭
体
育
館

車
庫
周
辺

生
徒
の
舞
台
や
活
動
を
記
録

写
真
撮
影
,動

画
撮
影

ビ
デ
オ
,カ

メ
ラ

64
課

外
活

動
倉
吉
未
来
中
心

大
ホ
ー
ル
等

英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
読
み
上
げ
用
に
利
用
し
た

原
稿
の
表
示

iB
oo
ks

65
課

外
活

動
放

課
後

選
択
教
室
１
０

韓
国
語
の
大
会
に
向
け
て
、
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
、
発
音
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

66
課

外
授

業
放

課
後

教
室

授
業
後
の
課
外
授
業
に
て
、
自
由
に
生
徒
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
で
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

調
査
活
動
等

67
課

外
授

業
特
別
教
室
等

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
ズ
へ
の
参
加

ビ
デ
オ
通
信

専
用
ア
プ
リ

68
学

年
全

体
（

１
年

）
Ｌ

Ｈ
Ｒ

大
研
修
室

ク
ラ
ス
対
抗
で
４
択
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
、
親
睦
を
深
め
る

ク
イ
ズ
の
解
答

Ka
ho
ot

69
課

題
研

究
課

題
研

究
発

表
会

市
民
文
化
会
館

発
表
会
の
様
子
を
記
録
す
る

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

70
学

校
行

事
鳥

商
デ

パ
ー

ト
開

店
時

間
体
育
館

レ
ジ
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
の
販
売
会
計
処
理

会
計
処
理

pi
pi
re

71
教

育
支

援
授

業
、

放
課

後
体
育
館
、
会
議
室

支
援
が
必
要
な
生
徒
の
体
育
で
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
、
作
業
療

法
士
を
交
え
て
支
援
の
方
策
を
研
究
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

72
言

語
技

術
放

課
後

教
室

倉
東
、
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

検
索
,パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

Wo
rd
,E
xc
el
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№
活

動
場
面

活
動

時
間

活
動
場
所

活
動
内
容

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

ア
プ
リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
活
動
実
践
事
例
一
覧
】

73
研

修
旅

行
旅
行
先

旅
行
先
か
ら
学
校
Ｈ
Ｐ
へ
生
徒
の
様
子
な
ど
を
掲
載

ブ
ラ
ウ
ザ

Sa
fa
ri

74
高

校
生

の
た

め
の

金
曜

講
座

放
課

後
多
目
的
教
室

東
京
大
学
か
ら
の
講
義
を
投
影
し
、
講
義
後
に
参
加
者
が
直
接
講
師
に

質
問
し
、
回
答
し
て
も
ら
う

講
義
の
投
影
及
び
相
互

通
信

Sk
yp
e

75
校

内
授

業
研

究
会

放
課

後
リ
ベ
ラ
タ
ベ
ル
ナ

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
研
究
授
業
の
画
像
を
共
有
し
な
が
ら
研
究
協
議
を

深
し
た

カ
メ
ラ
機
能
,情

報
共
有

機
能

カ
メ
ラ

76
授

業
授

業
教
室

手
を
怪
我
を
し
て
い
て
、
書
写
の
困
難
な
生
徒
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の

板
書
を
撮
影
し
、
写
真
印
刷
・
使
用
し
て
い
る
ノ
ー
ト
に
貼
付

写
真
撮
影

カ
メ
ラ

77
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト

授
業

内
教
室

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

Sa
fa
ri

78
授

業
に

関
す

る
連

絡
随

時
情
報
科
学
科
の
各

授
業

情
報
科
学
科
の
各
授
業
に
お
け
る
諸
連
絡
を
、
Cl
as
si
の
「
校
内
グ

ル
ー
プ
機
能
」
を
使
っ
て
行
っ
て
い
る

検
定
開
始
時
間
の
確
認
、
放
課
後
補
習
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
連
絡

し
て
い
る

連
絡
ツ
ー
ル

Cl
as
si

79
職

員
会

議
放

課
後

会
議
室

会
議
の
デ
ー
タ
を
Ov
er
 T
he
 A
ir
で
参
照

資
料
の
閲
覧

Ov
er
 T
he
 A
ir

80
進

路
指

導
授

業
中

コ
モ
ン
ホ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
試
験
後
の
国
公
立
大
学
出
願
検
討
面
談
に
お
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
大
学
の
情
報
を
入
手
す
る
際
に
使
用

検
索

Sa
fa
ri

81
進

路
指

導
授

業
中

各
教
室

総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
２
年
）
に
、
生
徒
に
iP
ad
を
使
用
さ
せ
、
大

学
調
べ
等
を
さ
せ
た

検
索

Sa
fa
ri

82
生

活
支

援
放

課
後

介
護
実
習
室

介
護
技
術
の
撮
影
を
行
い
、
よ
り
良
い
技
術
に
な
る
よ
う
に
意
見
交

換
・
分
析

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

83
生

徒
会

活
動

放
課

後
校
内

学
校
祭
の
記
録
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
閉
祭
式
に
上
映

写
真
,動

画
撮
影

カ
メ
ラ
,ビ

デ
オ

84
生

徒
会

活
動

放
課

後
化
学
室

学
校
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
出
し
物
の
選
定
・
見
本
動
画
の
視
聴

検
索
,動

画
視
聴

Sa
fa
ri
,ビ

デ
オ

85
体

験
入

学
体

験
入

学
教
室

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
で
の
問
題
演
習

問
題
演
習

つ
な
が
る
ド
リ

ル

86
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

休
日

漁
港

海
洋
科
の
生
徒
が
行
う
神
経
締
め
の
撮
影
を
行
い
、
来
場
者
に
モ
ニ

タ
ー
で
見
て
も
ら
う

動
画
撮
影

ビ
デ
オ
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№
活

動
場
面

活
動

時
間

活
動
場
所

活
動
内
容

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

ア
プ
リ
等

鳥
取
県
立
高
等
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
【
活
動
実
践
事
例
一
覧
】

87
ち

の
り

ん
シ

ョ
ッ

プ
課

外
活

動
・

研
修

旅
行

智
頭
町
商
店
街
・

わ
っ
た
い
な
・
研

修
旅
行
（
神
戸
）

校
内
で
生
産
し
た
商
品
の
販
売
（
ち
の
り
ん
シ
ョ
ッ
プ
）
時
に
、
PO
S

レ
ジ
を
使
用

PO
Sレ

ジ
シ
ス
テ
ム

PO
Sレ

ジ

88
冬

季
課

外
（

現
代

社
会

）
冬

季
休

業
リ
ベ
ラ
タ
ベ
ル
ナ

冬
期
課
外
の
現
代
社
会
の
問
題
演
習
で
、
ネ
ッ
ト
検
索
機
能
を
活
用
し

て
正
解
を
確
認
し
た

ネ
ッ
ト
検
索

Sa
fa
ri

89
図

書
ア

ン
ケ

ー
ト

Ｓ
Ｈ

Ｒ
２
年
情
報
科
学
科

毎
年
行
っ
て
い
る
図
書
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
２
年
情
報
科
学
科
は
Cl
as
si

の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
を
使
っ
て
実
施

ア
ン
ケ
ー
ト

Cl
as
si

90
図

書
館

イ
ベ

ン
ト

昼
休

憩
図
書
室

画
像
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
投
影

ミ
ラ
ー
リ
ン
グ

91
図

書
館

活
動

授
業

中
・

放
課

後
図
書
室

授
業
中
や
図
書
館
活
動
の
様
子
を
撮
影
し
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図

書
館
だ
よ
り
へ
掲
載
し
て
、
広
報
に
活
用
し
た

撮
影

カ
メ
ラ

92
図

書
館

で
の

検
索

休
憩

時
間

図
書
館

生
徒
と
一
緒
に
図
書
検
索
を
行
っ
た

検
索

Sa
fa
ri

93
白

兎
養

護
学

校
と

の
交

流
（

事
前

学
習

）
授

業
（

英
語

）
休

憩
時

間
教
室

交
流
行
事
の
相
手
校
に
つ
い
て
調
べ
る

自
己
紹
介
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
事
前
に
相
手
校
の
生
徒
に

見
て
も
ら
う

検
索
,動

画
撮
影

Sa
fa
ri
,ビ

デ
オ

94
販

売
実

習
土

曜
・

日
曜

日
野
郡
内

販
売
品
の
金
額
計
算
や
登
録
に
活
用
し
た

レ
ジ
ス
タ
ー

Ai
r 
RE
GI

95
文

化
祭

Ｌ
Ｈ

Ｒ
、

放
課

後
教
室
、
そ
の
他

文
化
祭
の
ス
テ
ー
ジ
企
画
の
た
め
に
活
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

96
保

護
者

懇
談

・
生

徒
面

談
面

談
期

間
中

教
室

進
路
選
択
に
つ
い
て
、
進
学
先
や
職
業
調
べ
に
便
利
な
We
bサ

イ
ト
を

提
示
し
な
が
ら
一
緒
に
調
べ
た
り
、
学
校
や
企
業
の
Ｈ
Ｐ
を
見
な
が
ら

懇
談
・
面
談
を
行
う

検
索

IE

97
保

護
者

連
絡

随
時

２
年
情
報
科
学
科

１
２
月
に
行
わ
れ
た
２
年
情
報
科
学
科
の
２
学
期
Ｐ
Ｔ
Ａ
懇
談
に
お
い

て
、
保
護
者
の
面
談
希
望
時
間
を
Cl
as
si
を
使
っ
て
調
査

完
成
し
た
予
定
を
提
示

連
絡
ツ
ー
ル

Cl
as
si

98
面

接
練

習
放

課
後

小
講
義
室
な
ど

自
ら
の
面
接
内
容
を
客
観
的
に
振
り
返
る
こ
と
に
利
用
し
た

動
画
撮
影

ビ
デ
オ

99
そ

の
他

教
務
室
等

面
談
用
資
料
等
の
提
示
に
用
い
た
（
学
校
紹
介
用
の
動
画
な
ど
）

PD
F,
動
画
な
ど

10
0

そ
の

他
教
室
等

生
徒
の
進
路
研
究

サ
イ
マ
ル
キ
ャ
ス
ト
表
示
な
ど

Sa
fa
ri
な
ど
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【
鳥
取
湖
陵
高
校
】

テ
ー

マ
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
（
iP

ad
）
環
境
に
お
け
る
Cl
as
si
の
導
入

導
入

の
目

的
・
基
礎
学
力
の
定
着
と
向
上

・
資
料
の
提
示
、
共
有
、
課
題
提
出

等
に
お
け
る
改
善

・
授
業
等
に
お
け
る
生
徒
相
互
お
よ

び
生
徒
⇔
教
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用

概
要

情
報
科
学
科
は
、
H2
9年

度
に
３
学
年

全
員
が
一
人
１
台
環
境
と
な
っ
た
。
基
礎
学
力
の
向
上
が
不
十
分
な
生
徒

に
対
し
て
、
Cl
as
si
の
We
b動

画
機
能
等
の
活
用
に
よ
る
自
主
的

な
学
習
活
動
を
期
待
し
た
。
ま
た
、

授
業
等
に
お
け
る
意
見
交
換
や
資
料
共
有
に
Cl
as
si
を
活
用
し
、
よ
り
密

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
た
。

教
育

活
動

に
お

け
る

活
用

の
状

況

情
報
科
学
科
の
HR
教
室
、
実
習
授
業

に
使
う
CP
室
に
は
Wi
Fi
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
SH
Rに

お
け
る
連
絡
事

項
は
、
担
任
か
ら
Cl
as
si
上
に
掲
載
さ
れ
、
生
徒
は
常
に
自
分
の

iP
ad
で
確
認
で
き
る
。
担
任
は
生
徒

へ
の
他
の
指
導
に
時
間
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

Cl
as
si
に
初
め
か
ら
あ
る
We
b教

材
や

授
業
担
当
が
作
成
し
た
教
材
を
、
生
徒
は
自
主
的
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら

れ
た
。
ま
た
、
課
題
提
出
や
小
テ
ス
ト
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に

Cl
as
si
の
「
校
内
グ
ル
ー
プ
機
能
」

や
「
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
」
を
活
用
し
た
。

成
果

及
び

課
題

【
成
果
】

基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
や
就
職
・
進
学

試
験
に
お
い
て
、
基
礎
学
力
の
向
上
が
良
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
様
々

な
場
面
で
意
見
交
換
や
作
品
の
相
互
評
価
に
Cl
as
si
の
活
用
が
見

ら
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
を
活
用

し
、
授
業
の
理
解
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
課
題
】

保
護
者
と
の
連
携
や
We
b動

画
機
能
の

利
用
な
ど
さ
ら
な
る
活
用
が
必
要
で
あ
る
。
１
年
生
の
早
い
段
階
で
、
シ

ス
テ
ム
の
説
明
や
で
き
る
こ
と
等
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
た
。

テ
ー

マ
教
師
用
iP
ad
の
導
入
に
よ
る
教
員
の

授
業
改
善
と
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
、
HR
お
よ
び
部
活
動
で
の
自
主

的
な
活
動
を
引
き
出
す
た
め
の
取
り
組
み

導
入

の
目

的
・
最
新
の
資
料
の
提
示
や
共
有
、
課

題
や
ア
ン
ケ
ー
ト
提
出
等
に
お
け
る
改
善

・
資
料
の
提
示
や
協
同
学
習
の
実
施

を
容
易
に
し
、
学
習
意
欲
を
刺
激
す
る
。
特
別
活
動
で
の
自
主
的
な
行
動

を
促
す
。

概
要

授
業
で
Ap
pl
eT
Vを

用
い
て
資
料
を
提

示
、
H
R活

動
の
記
録
、
部
活
動
で
の
試
合
分
析
に
使
用

教
育

活
動

に
お

け
る

活
用

の
状

況

校
内
グ
ル
ー
プ
機
能
の
活
用

・
課
題
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
全
体
で

共
有
し
た
。

・
予
習
で
調
べ
学
習
の
指
示
を
し
、

調
べ
た
内
容
を
校
内
グ
ル
ー
プ
に
載
せ
た
。

・
作
品
を
校
内
グ
ル
ー
プ
に
あ
げ
、

生
徒
間
で
の
相
互
評
価
と
プ
レ
ゼ
ン
に
対
し
て
の
評
価
を
行
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用

・
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

HR
活
動
で
の
活
用

・
ク
ラ
ス
作
り
の
一
環
と
し
て
学
校

行
事
ご
と
に
記
録
を
保
存
、
後
日
ク
ラ
ス
で
振
り
返
る
場
面
を
作
っ
た
。

部
活
動
で
の
活
用

・
試
合
を
動
画
に
撮
り
、
プ
レ
ー
を

分
析
す
る
こ
と
で
客
観
的
に
自
分
た
ち
を
振
り
返
る
時
間
を
作
っ
た
。

成
果

及
び

課
題

【
成
果
】

視
覚
的
な
資
料
、
動
画
な
ど
は
生
徒

の
意
欲
を
刺
激
す
る
効
果
が
あ
っ
た
と
思
う
。

【
課
題
】

生
徒
が
自
主
的
に
学
習
し
た
り
、
改

善
に
繋
げ
る
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
事
業
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タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
事
業

【
青
谷
高
校
】

テ
ー

マ
Sh
ar
ed
iP
ad
及
び
Ap
pl
eS
ch
oo
lM
an

ag
er
の
導
入
・
活
用
と
そ
れ
に
伴
う
MD
Mの

導
入

導
入

の
目

的

40
台
の
端
末
を
共
用
す
る
場
合
、
デ

ー
タ
を
端
末
に
保
存
す
る
と
次
の
利
用
者
が
編
集
で
き
る
た
め
、
個
人
情

報
の
保
護
、
デ
ー
タ
の
管
理
の
点
で
不
都
合
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

授
業
の
た
び
に
デ
ー
タ
を
Ma
cB
oo
kや

N
AS
に
移
動
す
る
こ
と
は
事
前
事
後
の
準
備
に
多
く
の
時
間
を
割
く
こ
と

に
な
り
教
員
の
負
担
増
に
も
つ
な
が
る
。

そ
こ
で
個
人
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
iP
ad

が
利
用
で
き
る
Sh
ar
ed
iP
ad
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
個
人
の
デ
ー

タ
を
個
人
の
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存
し
、
ど
の
生
徒
が
ど
の
端
末
か
ら

で
も
直
前
に
保
存
し
た
デ
ー
タ
を
取

り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

概
要

○
Sh
ar
ed
iP
ad

・
い
ず
れ
の
端
末
で
も
個
人
の
ア
カ

ウ
ン
ト
で
サ
イ
ン
イ
ン
可
能
。
た
だ
し
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
機
能
を
利
用
す
る

た
め
に
は
教
員
専
用
の
端
末
も
必
要
と
な
る
た
め
、
本
校
で
は
40

台
の
う
ち
４
台
を
教
員
用
、
36
台
を

生
徒
用
に
配
分
。

・
Ap
pl
e純

正
の
ア
プ
リ
の
デ
ー
タ
は

サ
イ
ン
イ
ン
時
及
び
サ
イ
ン
ア
ウ
ト
時
に
iC
lo
ud
上
で
同
期
さ
れ
る
。

・
Th
ir
dP
ar
ty
製
の
ア
プ
リ
の
デ
ー

タ
は
iC
lo
ud
に
は
同
期
さ
れ
ず
、
デ
ー
タ
が
保
存
さ
れ
る
の
は
端
末
の
み

。
○
Ap
pl
e 
Sc
ho
ol
 M
an
ag
er

全
生
徒
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
、
受
講
し

て
い
る
授
業
ご
と
に
紐
づ
い
て
お
り
、
教
員
用
の
端
末
で
授
業
ご
と
に
生

徒
の
端
末
を
管
理
。

・
生
徒
端
末
に
表
示
さ
れ
て
い
る
画

面
を
把
握

・
生
徒
の
端
末
で
特
定
の
ア
プ
リ
を

起
動

・
生
徒
の
端
末
に
指
定
し
た
教
材
を

表
示

・
生
徒
の
端
末
を
ロ
ッ
ク

○
MD
M（

Mo
bi
le
De
vi
ce
Ma
na
ge
me
n
t）

・
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
機
能
の
利
用
環
境

の
構
築

・
全
生
徒
の
パ
ス
ワ
ー
ド
管
理

・
教
育
用
ア
プ
リ
の
一
斉
配
信

教
育

活
動

に
お

け
る

活
用

の
状

況

・
国
語
、
数
学
、
理
科
、
英
語
、
農

業
、
家
庭
科
、
青
谷
学
な
ど
の
授
業
を
中
心
に
学
習
履
歴
の
蓄
積
、
到
達

度
に
応
じ
た
指
導
な
ど
に
活
用
。

・
LH
Rで

の
ク
ラ
ス
行
事
、
各
種
委
員

会
活
動
、
他
行
と
の
交
流
事
業
等
で
の
活
用
。

・
平
成
29
年
度
AL
×
IC
T推

進
リ
ー
ダ

ー
研
修
に
お
け
る
校
内
授
業
実
践
と
し
て
iP
ad
を
活
用
し
た
授
業
実
践
を

公
開
。

・
１
月
末
段
階
で
18
9回

の
授
業
で
の

べ
2
39
0名

の
生
徒
が
利
用
。
（
11
月
は
Sh
ar
ed
iP
ad
設
定
の
た
め
使
用
で

き
ず
）

成
果

及
び

課
題

【
成
果
】

・
カ
メ
ラ
ア
プ
リ
で
必
要
に
応
じ
て

タ
イ
ム
リ
ー
に
写
真
や
動
画
を
記
録
で
き
る
の
で
、
生
徒
も
教
員
も
学
習

履
歴
の
振
り
返
り
が
容
易
に
な
っ
た
。

・
デ
ー
タ
の
保
存
、
特
に
写
真
な
ど

個
人
情
報
を
含
む
も
の
の
管
理
が
簡
便
化
さ
れ
た
。
Ma
cB
oo
kに

デ
ー
タ
を

移
動
さ
せ
る
作
業
は
全
生
徒
分
を
授
業
担
当
者
が
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
NA
Sに

保
存

す
る
方
法
だ
と
他
人
の
デ
ー
タ
を
操
作
編
集
で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
。

・
生
徒
の
作
業
の
進
捗
状
況
の
把
握

・
管
理
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
教
員
が
意
図
し
た
画
面
を
表
示
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
生
徒
は
教
員
の
指
示
に
集
中
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

・
標
準
ア
プ
リ
以
外
の
ア
プ
リ
の
イ

ン
ス
ト
ー
ル
申
請
が
増
え
て
き
た
。
端
末
の
活
用
、
授
業
改
善
に
向
け
て

意
識
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

【
課
題
】

・
Ap
pl
e純

正
の
ア
プ
リ
し
か
iC
lo
u
d上

に
同
期
さ
れ
な
い
こ
と
が
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
NA
Sに

提
出
用
フ
ォ
ル
ダ
を
作
成
し
て
保
存
さ
せ
る
な
ど
の
対
応
を
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

・
生
徒
が
別
の
端
末
（
個
人
所
有
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
か
ら
自
分
に
割
り
当
て
ら
れ
た

iC
lo
ud
の
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
は
、
ap
pl
eか

ら
送
信

さ
れ
る
認
証
コ
ー
ド
を
入
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
２
fa
ct
or
認
証
シ
ス
テ
ム
）
。
コ
ー
ド
の
送
信
先
が
学

校
の
Ma
cB
oo
kで

あ
る
た
め
、
全
生
徒
の
端
末
の
設
定
が
困
難
。
学

校
の
学
習
環
境
と
同
一
の
も
の
を
家

庭
で
再
現
す
る
と
い
う
目
論
見
が
崩
れ
、
別
の
方
策
の
検
討
が
必
要
。

・
サ
イ
ン
ア
ウ
ト
す
る
場
合
、
同
期

が
完
了
す
る
前
に
Wi
Fi
の
接
続
が
切
れ
た
場
合
、
サ
イ
ン
ア
ウ
ト
が
正
常

に
完
了
し
な
い
。
校
地
内
ど
こ
で
も
Wi
Fi
接
続
が
可
能
な
環
境
の

整
備
が
必
要
。

・
Wi
Fi
モ
デ
ル
で
あ
る
た
め
、
校
外

で
使
用
す
る
場
合
、
校
内
で
サ
イ
ン
イ
ン
、
サ
イ
ン
ア
ウ
ト
の
操
作
が
必

要
。
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